
一
昨
年
８
月
、
埼
玉
県
教
育
長
の

「
主
体
的
に
共
学
化
を
推
進
す
る
」

発
言
以
来
、
県
は
共
学
化
に
関
し
て

ほ
と
ん
ど
何
も
情
報
発
信
し
て
い
な

い
。昨

年
夏
休
み
に
県
内
９
か
所
で
共

学
化
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
が
、
そ
の
議
事
録
が
Ｈ
Ｐ
で
公
開

さ
れ
た
く
ら
い
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
現
状
維
持
（
共
学
化
反
対
）
を

支
持
す
る
発
言
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

県
の
姿
勢
や
考
え
方
に
何
か
変
化
は

あ
る
の
か
？
現
在
地
が
見
え
な
い
ま

ま
だ
。

一
方
、
昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
魅
力
あ
る
県
立
高
校
づ
く
り
の
方

針
」
で
は
、
現
在
１
３
１
校
あ
る
県

立
高
校
を
令
和
20
年
ま
で
に
１
１
２

校
～
１
１
６
校
に
統
合
再
編
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
主
な
理
由
は
少
子
化

（
中
学
校
卒
業
生
の
減
少
）。
さ
ら
に

高
校
無
償
化
が
拍
車
を
か
け
る
。
進

学
実
績
が
高
い
私
立
高
校
の
無
償
化

が
進
め
ば
、
春
高
受
験
希
望
者
の
一

部
が
そ
ち
ら
に
流
出
す
る
こ
と
も
当

然
考
え
ら
れ
る
。

生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
県
立
高
校

の
統
合
再
編
の
必
要
性
は
理
解
す
る

が
、
一
方
で
懸
念
も
あ
る
。
例
え
ば
、

今
後
県
教
委
が
統
合
再
編
を
進
め
よ

う
と
す
る
場
合
、
そ
の
中
に
、
仮
に

別
学
校
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
、
自
ず

と
再
編
後
は
共
学
校
に
な
っ
て
し
ま

う
。
別
学
校
の
意
義
や
存
続
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
の
十
分
な
議
論
を
経

ず
に
、
半
ば
強
制
的
に
「
共
学
化
」

さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な

い
か
。
県
教
育
長
は
「
共
学
化
に
つ

い
て
は
有
識
者
の
意
見
や
県
民
の
声

を
十
分
に
聞
い
て
」
進
め
る
旨
発
言

し
た
。
発
言
の
重
み
を
尊
重
す
べ
き

だ
。

現
在
、
高
校
教
育
は
大
き
な
変

動
の
中
に
あ
る
。
こ
の
先
も
様
々
な

変
化
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
先
人
が

積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
や
、

私
た
ち
が
守
り
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
文
化
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は

許
し
て
は
い
け
な
い
。

実
施
日 

令
和
８
年
11
月
７
日
㈯

主
な
コ
ー
ス

　
春
日
部
高
校
か
ら

八
幡
神
社
、
玉
蔵
院
、
最
勝
院
等
見

学
、
終
了
後
、

ヤ
マ
ヤ
に
て
懇

親
会
。

　
詳
し
く
は
同

封
の
ハ
ガ
キ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
案
ほ
か

【
講
演
】「
社
員
の
幸
せ
を
軸
に
す

る
経
営
」
〜 

異
業
種
か
ら
の
福

祉
事
業
へ
の
参
入 

〜

《
概
要
》
Ⅰ
．
上
場
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
退
職
か
ら
の
異
業
種
参

入 

①
親
が
倒
れ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
？ 

②
自
分
の
事
業
で
親
を

護
る

Ⅱ
．「
敬
護
」
理
念
経
営
へ
の
シ

フ
ト

経
営
の
目
的
は
人
を
幸
せ
に
す
る

事
①
理
念
浸
透
と
人
財
育
成

Ⅲ
．
敬
護
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
現

場
を
変
え
る
（
人
財
定
着
の
方
程

式
）
①
自
分
自
身
へ
の
敬
護 

②

利
用
者
さ
ん
へ
の
敬
護

　
③
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
へ
の
敬
護

　
④
管
理

職
の
再
定
義

《
講
師
紹
介
》
春
高
野
球
部
。
早

稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
子
会
社
７

社
。
リ
ハ
ビ
リ
型
デ
イ
を
中
心
に

全
国
２
４
４
拠
点
。
社
員
４
０
０

名
。
第
13
回
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』
大
賞
・

「
厚
生
労
働
大
臣
賞
」、
第
57
回

『
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞
』、
第

23
回
『
企
業
家
賞
』
な
ど
受
賞
。

『
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル 

カ
ン
ブ
リ
ア

宮
殿
』（
テ
レ
ビ
東
京
）
に
て
特

集
。
著
書
：『
母
ち
ゃ
ん
、
あ
り

が
と
う
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、『
日

本
一
社
員
が
辞
め
な
い
会
社
』（
ぱ

る
出
版
）

▼
懇
親
会
（
Ｈ
Ｃ
Ｄ
学
年
以
外
）

今
回
は
中
止
。

▼
Ｈ
Ｃ
Ｄ
（
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
）「
母
校
に
帰
る
日
」
と
し

て
、
高
28
・
高
46
・
高
56
・
高

66
・
定
28
・
定
46
・
定
56
・
定
66

の
方
を
招
待
。
出
席
者
は
寄
付
金

と
し
て
１
千
円
納
入
願
い
ま
す

（
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
）。
懇
親

会
に
つ
い
て
は
、
同
封
の
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼「
活
樹
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
マ
ツ
ナ

ガ
」（
旧
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
）
春
日
部

市
南
１
丁
目
１-

７ 

℡
０
４
８-

７
３

４-

３
０
０
５

同
窓
会
総
会
は
、
左
記
の
と
お

り【
日
時
】�

６
月
28
日
㈰ 

午
後
１
時
～
４
時

【
会
場
】「
活
樹
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ

マ
ツ
ナ
ガ
」（
旧
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
）

【
議
題
】
令
和
７
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、
令
和
８
年
度
事
業
案
・

「
埼
玉
は
日
本
経
済
の
重
要
拠

点
」
と
も
語
る
伊
藤
氏
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。（

内
田
浩
平
）

Ｐ
５
に
伊
藤
氏
特
別
寄
稿

て
き
た
。

「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
も
言
わ

れ
る
激
動
す
る
日
本
経
済
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
き
た
伊
藤
氏
は
、

高
校
入
学
後
、
青
島
健
太
氏
（
高

29
回
）
の
中
学
（
草
加
栄
）
の
後

輩
と
い
う
こ
と
も
あ
り
迷
い
な
く

野
球
部
、
東
大
で
も
、
野
球
部
。

高
校
大
学
を
通
じ
て
、
怪
我
に
悩

ま
さ
れ
続
け
た
選
手
生
活
だ
っ
た

が
、
大
学
４
年
で
は
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
で
主
将
と
し
て
フ
ル
出

場
。そ

の
姿
は
、
大
志
は
必
ず
成
し

遂
げ
る
「
春
高
魂
」
そ
の
も
の
と

い
え
る
。
野
球
部
の
後
輩
に
も

「
大
風
敷
で
も
よ
い
か
ら
、
ど
う
世

の
中
に
貢
献
し
た
い
か
、
大
き
な

夢
を
描
い
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

２
０
２
５
年
７
月
、
伊
藤
豊
氏

（
高
34
回
）
が
第
15
代
金
融
庁
長

官
に
就
任
し
た
。
東
京
大
学
法
学

部
卒
業
後
、
１
９
８
９
年
大
蔵
省

（
現
財
務
省
）
に
入
省
。
米
コ
ー

ネ
ル
大
学
留
学
を
経
て
、
証
券
局

や
税
務
署
長
の
経
験
を
積
み
銀
行

局
銀
行
課
課
長
補
佐
時
代
は
、
平

成
金
融
危
機
の
真
っ
只
中
。
そ
の

後
も
金
融
監
督
庁
（
現
在
の
金
融

庁
）
の
立
ち
上
げ
に
参
画
し
、
財

務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
長
や
金
融

庁
監
督
局
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し

金
融
庁
長
官
に
伊
藤
豊
氏

（
高
34
回
）

小池修氏

2024,2,10の県教委による春日部
高校での意見聴取会（挨拶は県立
学校部長）

　
　

総
会　

６
月
28
日
㈰
実
施

講
演
は
、
リ
ハ
プ
ラ
イ
ム
Ｈ
Ｄ
㈱
代
表
取
締
役　

小
池 

修 

氏
（
高
36
回
）

セ
ン
テ
ニ
ア
ル
ホ
ー
ル
（
音
楽
ホ
ー
ル
）
が
使
用
が
で
き
な
い
た
め
、

春
日
部
駅
西
口「
活
樹
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
マ
ツ
ナ
ガ
」（
旧
ふ
れ
あ
い

キ
ュ
ー
ブ
）
で
の
開
催
。

令和８年度
同窓会総会

第35回ホーム・カミング・デー学年
（高28・高46・高56・高66

定28・定46・定56・定66）

「
現
在
地
と
あ
る
懸
念
」

同
窓
会
長　

種
村
隆
久（
高
27
）

春高同窓会サイトリンク集

トップページ　　　　

活躍する同窓生

各支部・各春高会ニュース

「多能多彩な同窓生」への掲載申請、随時受付ます。

特別サイト
「多能多彩な同窓生」

OB会ニュース

特別サイト
「大人の春高祭2017」

紙面の紹介

2 面 	 令和７年度事業報告、同決算報告案

	 令和８年度事業案、同予算案

3 面 	 ◇「ひと列伝」　各支部会予定と報告

	 ◇春高会めぐり「東北春高会」等

4 面 	 ◇賛助金納入の方々

5 面 	 ◇Dousoukaiトピック　◇会員レーダー

「金融庁長官 伊藤豊氏寄稿」等

6・7・8 面 	 「人物風土記」高32回生

	 ◇若手OB寄稿「東北大学准教授  

内原卓海氏」

9 面 	 ◇京都府立医大にて、一之輔・楽生 

２人会開催　◇OBのお店紹介 

「草加Jazz ＆ drinks Sugar Hill」 

◇「あの頃の粕中・春高」

10面 	 ◇大学入試結果　◇春高生活躍　等

11面 	 ◇春高生部活動報告

12面 	 ◇OB現場インタビュー「BYD Auto 

Japan㈱社長 東福寺厚樹氏」  ◇みんな

の広場「バンザイ同盟 島田政男氏」等

伊藤豊氏

共学化
問題

第
11
回
春
高
ウ
ォ
ー
ク

春
日
部
支
部
主
催

（1）  第 56 号 令和8年（2026年）5月7日会 報 「 春 高 同 窓 会 」

令和８年５月７日
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伝
統
の
礎
を
築
い
た

先
人
た
ち

今
回
は
戦
中
戦
後
に
活
躍
し
た
中

21
回
と
22
回
の
足
跡
を
紹
介
す
る
。

◆
中
21
回（
大
正
12
年
卒
）

埼
大
で
文
理
学
部
長

�

麻
生 

誠
夫

幸
手
市
吉
田
出
身
。
東
北
帝
大

を
卒
業
。
埼
玉
大
で
化
学
の
教

授
、
文
理
学
部
長
を
務
め
た
。

高
校
長
を
歴
任

�

中
村 

茂

越
谷
市
出
身
。
越
谷
高
校
長
、

杉
戸
農
高
校
長
な
ど
を
歴
任
、
県

教
育
委
員
を
務
め
た

人
望
厚
い
春
高
教
諭

�

福
村 

実

春
日
部
市
出
身
。
春
高
教
頭
、

幸
手
商
高
校
長
な
ど
を
歴
任
。
人

望
が
厚
く
、
退
職
後
春
日
部
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
々
長
や
同
県
副

理
事
長
な
ど
二
○
以
上
の
役
職
に

就
き
活
躍
し
た
。

令和7年度　同窓会事業報告
年 月 日 曜 事　　業　　名 備　　考

7

4
3 木 第93回同窓ゴルフ会 千葉CC川間コース
8 火 第78回入学式 会長出席
18 金 メルボルン高校交流事業 ～24日

5

8 木 会報55号発送 16.231通

17 土
第1回正副会長監事会 大会議室：10:00
令和7年度本部役員会・懇親会 大会議室：14:00

25 日 第27回同窓囲碁大会 大会議室

6
6 金 春高祭オープニングセレモニー 松山一雄氏講演

22 日
令和7年度同窓会総会 音楽ホール
第35回ホームカミングデー 高27/45/55/65回

7 5 土 第1回基金運営委員会 同窓会室

10
9 木 第94回同窓ゴルフ会 千葉CC川間コース
26 日 第9回センテニアル定期演奏会 N響・音楽ホール

11

1 土 第2回基金運営委員会 同窓会室
3 月 第28回同窓囲碁大会 大会議室

30 日
第2回正副会長監事会 大会議室：午前
会報56号編集委員会 大会議室：午後

12 14 日
人物風土記相談会（高32回） 大会議室：午前
ホームカミングデー打合（午後） 大会議室：午後

8

1 31 土 第3回基金運営員会 同窓会室
2 8 日 第3回正副会長監事会 降雪により中止

3

13 金 同窓会入会式 卒業式予行時
14 土 第78回卒業式 会長出席
18 水 進路トーク（1学年対象） 進路指導部事業後援
22 日 第4回正副会長監事会 応接室

令和8年度　同窓会事業予定（案）
年 月 日 曜 事　　業　　名 備　　考

8

4
8 水 第79回入学式 会長出席
16 木 第95回同窓ゴルフ会 千葉CC川間コース

5

上旬 会報56号発送

23 土
第1回正副会長監事会 大会議室・午前
令和8年度本部役員会・懇親会 大会議室・午後

24 日 第29回同窓囲碁大会 大会議室

6
5 金 春高祭オープニングセレモニー 体育館の予定

28 日
令和8年度同窓会総会 活樹ふれあいキューブマツナガ
第36回ホームカミングデー 高28/46/56/66回

7 4 土 第1回基金運営委員会 同窓会室

10
8 木 第96回同窓ゴルフ会 千葉CC川間コース
下旬 第2回基金運営委員会 同窓会室

11

3 火 第30回同窓囲碁大会 大会議室を予定
7 土 第11回春高ウォーク 春日部市内
下旬 第2回正副会長監事会 大会議室を予定
下旬 会報56号編集委員会 大会議室を予定

12 上旬
人物風土記相談会（高33回） 大会議室を予定
ホームカミングデー打合（午後） 高29/47/57/67回

9

1 中旬 第3回基金運営員会 同窓会室
2 上旬 第3回正副会長監事会 大会議室を予定

3

15 月 同窓会入会式 卒業式予行時
16 火 第79回卒業式 会長出席
19 金 進路トーク（1学年対象） 進路指導部事業後援
下旬 第4回正副会長監事会 大会議室を予定

※音楽ホール改修工事のため、センテニアル定期演奏会（N響）は開催しません。

令和7年度　同窓会会計決算報告書（案）
《期間》令和7年4月1日～令和8年3月31日

歳入総額 16,709,894円 累計積立金 19,000,000円

歳出総額 14,436,561円 グッズ在庫高 778,220円

差引残額（繰越金） 2,273,333円

歳　　入
科　目 予 算 額 決 算 額 摘　　要

会 費 6,500,000 6,346,000 全日制新卒352名
入 会 金 784,000 752,000 全日制卒業生352名、定時制卒業生24名
賛 助 金 5,000,000 5,221,014 賛助金（協力者552件）
寄 付 金 200,000 637,435 同期会等、その他から
グッズ売上金 750,000 812,490 春高グッズ売上
雑 収 入 12,526 51,481 利子、他
繰 越 金 2,889,474 2,889,474 前年度からの繰り越し金

合　　計 16,136,000 16,709,894

歳　　出
科　目 予 算 額 決 算 額 摘　　要

事 務 費 4,160,000 3,897,588 通信費� 161,373
事務費� 3,736,215

会　 議　 費 200,000 79,065 役員会、諸会議、他
事　 業　 費 9,260,000 8,183,077 総会費� 1,146,745

新入会員祝金� 366,890
支部費� 756,664
同窓会報� 3,842,976
展示室整備費� 27,142
在校生助成金� 738,058
諸事業経費� 1,304,602

慶　 弔　 費 150,000 55,080 弔電代、教職員餞別、香典、他
グッズ製作費 740,000 731,520 春高グッズ製作費、他
積　 立　 金 1,000,000 1,000,000 積立金に繰入れ
雑　　　 費 526,000 490,231 振替手数料、資料送料、新聞代、他
予　 備　 費 100,000 0

合　　計 16,136,000 14,436,561

※累計積立金は、周年事業や母校の教育活動支援等に備える費用として充てる。

令和8年度同窓会会計予算書（案）
《期間》令和8年4月1日～令和9年3月31日

以下の通りご提案いたします
令和8年4月8日

春日部高校同窓会会長　種村　隆久
同　　事務局長　竹村　義人

歳　　入
科　目 予 算 額 前年度予算額 摘　　要

会 費 6,500,000 6,500,000 全日制新卒360名、一般会員
入 会 金 784,000 784,000 全日制卒業生360名、定時制卒業生32名
賛 助 金 5,000,000 5,000,000 賛助金（1口10,000円）
寄 付 金 250,000 200,000 同期会、その他
グッズ売上金 750,000 750,000 春高グッズ売上
雑 収 入 14,667 12,526 利子、他
繰 越 金 2,273,333 2,889,474 前年度からの繰り越し金

合　　計 15,572,000 16,136,000

歳　　出
科　目 予 算 額 前年度予算額 摘　　要

事 務 費 4,160,000 4,160,000 通信費、事務局費、他
会 議 費 130,000 200,000 役員会、諸会議、他
事 業 費 8,810,000 9,260,000 総会費� 1,100,000

新入会員祝金� 370,000
支部費� 790,000
同窓会報� 4,000,000
展示室維持費� 100,000
在校生助成金� 850,000
諸事業経費� 1,600,000

慶 弔 費 100,000 150,000 弔電代、教職員餞別、香典、他
グッズ製作費 746,000 740,000 春高グッズ製作費、他
積 立 金 1,000,000 1,000,000 積立金に繰入れ
雑 費 526,000 526,000 振替手数料、資料送料、新聞代、他
予 備 費 100,000 100,000

合　　計 15,572,000 16,136,000

令和7年度「大河滔々奨学基金」決算報告書
令和7年4月1日～令和8年3月31日

令和7年4月1日現在の基金残高	 ¥37,378,345

・収入
No 科　目 予 算 額（A） 決 算 額（B） （B）－（A） 摘　　要

1 寄 付 金 5,500,000 6,383,000 883,000
2 雑 収 入 10,000 41,768 31,768 利子

合　　計 5,510,000 6,424,768 914,768

・支出
No 科　目 予 算 額（A） 決 算 額（B） （A）－（B） 摘　　要

1 給 付 額 5,380,000 2,700,000 2,680,000
2 事 務 費 20,000 0 20,000
3 振込手数料 100,000 72,973 27,027 ・郵便振込：69,913・奨学金振込：3,060
4 雑 費 10,000 0 10,000

合　　計 5,510,000 2,772,973 2,737,027

収入合計　　¥6,424,768	 支出合計	 ¥2,772,973	 差引	 ¥3,651,795
令和8年3月31日	 基金残高	 ¥41,030,140

上記の通り、ご報告いたします。
春日部高校同窓会会長	 種村　隆久
大河滔々奨学基金運営委員長	 坂巻　國男
春日部高校同窓会事務局長	 竹村　義人

令和8年度「大河滔々奨学基金」予算書（案）
令和8年4月1日～令和9年3月31日

令和8年4月1日現在の基金残高	 ¥41,030,140

・収入
No 科　目 令和8年度予算額 令和7年度予算額 比較増減 摘　　要

1 寄 付 金 5,500,000 5,500,000 0 寄付金
2 雑 収 入 30,000 10,000 20,000 利子等

合　　計 5,530,000 5,510,000 20,000

・支出
No 科　目 令和8年度予算額 令和7年度予算額 比較増減 摘　　要

1 給 付 金 5,420,000 5,380,000 40,000 給付金・研究探求活動
2 事 務 費 20,000 20,000 0
3 振込手数料 80,000 100,000 △20,000 郵便振込・奨学金振込
4 雑 費 10,000 10,000 0

5,530,000 5,510,000 20,000

収入合計	 ¥5,530,000
支出合計	 ¥5,530,000
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「東北・仙台に東北春高会あり。来たれ春高健児！」

会長・石井宏　（高28回）
コンチハ。我が東北春高会は2018年に発足し、毎年10

月第一土曜日に杜の都仙台で会合を開催しております。郵
便料金高騰の折、開催案内はメールアドレス登録者のみと
していることもあり、例年の出席者数は一桁台ですが、出
席者に東北大学教授、医師、農林業のスペシャリスト等が
いることから、会合は知的好奇心の刺激の場となっており
ます。以前出席した東北大学現役学生さんも、貴重な話し
が聞けてよかったと述べてました。

さて現在当支部ならではの明るい話題があります。2024
年春から仙台で本格稼働したナノテラス（3Gev高輝度放射
光施設）運営に、当支部会員・新堀雄一さん（高30回）が
光科学イノベーションセンターの副理事長として関わって
ます。この貴重なご縁を生かして、今後は当支部主催の施
設見学会ができたらと考えております。

東北の地で懐かしい春高の香りを嗅ぐとともに、一緒に
知的体験をしてみませんか？春高卒で、既に東北地区にお
住まいの方、就職・転勤で来られた方、東北地区の大学に
進学されている学生さん、大歓迎です。尚、会合の際に学
生さんは学割料金が適用されます。（さすが学都仙台。）

興味のある方は、同
窓会ホームページの当
会コーナーの専用メー
ルフォームよりお気軽
に連絡ください。皆さ
んとの新たなる出会い
を一同、心よりお待ち
しております。

東北春高会事務局＝副会長・高橋勝（高31回）、幹事・
水田展洋（高49回）

同
窓
会
副
会
長
改
選

令
和
７
年
度
の
役
員
改
選
に
よ
り

次
の
方
々
の
交
替
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
副
会
長
退
任
】

武
井 

　
保 

氏
（
高
14
回
）

三
次 

宣
夫 

氏
（
高
18
回
）

栗
林 

　
徹 

氏
（
高
25
回
）

【
副
会
長
着
任
】

池
田 

岩
夫 

氏
（
高
21
回
）

岡
安 

誠
人 

氏
（
高
27
回
）

内
田 

浩
平 

氏
（
高
41
回
）

大
河
滔
々
奨
学
基
金
運
営
委
員

令
和
７
年
度
よ
り
新
た
に
次
の

方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
田 

篤 

氏
（
高
56
回
）

令
和
８
年
度
の
各
支
部
会
総
会
及
び 

懇
親
会
の
決
定
し
て
い
る
支
部
会

・�

草
加
春
高
会 

４
／
29
㈬

第
38
回
新
緑
の
つ
ど
い 

草
加
今
様
本
陣

・�

北
川
辺
春
高
会
（
5
／
30
㈯
「
か
た
や
ま
」）

・�

八
潮
春
高
会
（
５
／
30
㈯
「
よ
し
寿
司
」）

・�

川
口
・
戸
田
・
蕨
春
高
会
（
６
／
６
㈯
）

・�

上
尾
・
伊
奈
支
部
春
高
会

　６
／
６
㈯ 

上
尾
「
た
だ
」

・�

春
高
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
倶
楽
部
総
会  

６
／
13
㈯ 

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

・�

幸
手
春
高
会

　６
／
20
㈯ 

「
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
コ
ア
」

・�
蓮
田
春
高
会

　９
／
６
㈰
「
こ
め
や
」

・�

栃
木
春
高
会
（
10
／
17
㈯ 

宇
都
宮

「
マ
イ
ス
テ
ィ
ズ
宇
都
宮
」）

・�

北
海
道
春
高
会
（
10
／
17
㈯ 

札
幌
）

・�

神
奈
川
春
高
会
（
旧
横
浜
春
高
会
） 

11
／
８
㈰ 

横
浜
中
華
街
「
順
海
閣
」

浦
和
高
で
生
物
を
指
導

�

松
井 

潔

岩
槻
市
出
身
。
浦
和
高
で
長
く

生
物
教
師
を
務
め
た
。
岩
槻
・
鴻

巣
・
不
動
岡
高
な
ど
で
校
長
を
歴

任
す
る
一
方
、
県
高
校
生
物
研
究

会
長
を
長
年
務
め
た
。
退
職
後
は

岩
槻
市
教
育
長
と
し
て
教
育
行
政

に
貢
献
し
た
。

画
家
と
郵
便
局
長
の
二
刀
流

�

田
口 

道
夫

幸
手
市
出
身
。
郵
便
局
長
を
務

め
な
が
ら
、
日
本
画
院
の
望
月
春

江
、
元
青
龍
社
の
高
山
無
双
に
師

事
、
本
格
的
に
絵
の
研
鑽
を
積
ん

だ
。
郵
政
全
国
美
術
展
埼
玉
県
展

な
ど
で
入
選
。
幸
手
文
化
連
盟
の

会
長
も
長
年
務
め
た
。

◆
中
22
回（
大
正
13
年
卒
）①

酵
素
科
学
分
野
の
権
威

�

奥
貫 

一
男

久
喜
市
江
面
出
身
。
東
大
理
学
部

卒
、
酵
素
科
学
分
野
の
権
威
者
で
大

阪
大
理
学
部
名
誉
教
授
。
昭
和
19
年

日
本
で
初
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
作
る
偉

業
を
成
し
遂
げ
た
。
昭
和
35
年
朝
日

伝
統
の
礎
を
築
い
た

先
人
た
ち

今
回
は
戦
中
戦
後
に
活
躍
し
た
中

21
回
と
22
回
の
足
跡
を
紹
介
す
る
。

◆
中
21
回（
大
正
12
年
卒
）

埼
大
で
文
理
学
部
長

�

麻
生 
誠
夫

幸
手
市
吉
田
出
身
。
東
北
帝
大

を
卒
業
。
埼
玉
大
で
化
学
の
教

授
、
文
理
学
部
長
を
務
め
た
。

高
校
長
を
歴
任

�

中
村 

茂

越
谷
市
出
身
。
越
谷
高
校
長
、

杉
戸
農
高
校
長
な
ど
を
歴
任
、
県

教
育
委
員
を
務
め
た

人
望
厚
い
春
高
教
諭

�

福
村 

実

春
日
部
市
出
身
。
春
高
教
頭
、

幸
手
商
高
校
長
な
ど
を
歴
任
。
人

望
が
厚
く
、
退
職
後
春
日
部
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
々
長
や
同
県
副

理
事
長
な
ど
二
○
以
上
の
役
職
に

就
き
活
躍
し
た
。

独
創
的
な
植
物
園
を
開
園

�

有
瀧 

龍
男

越
谷
市
出
身
。
収
集
し
た
内
外

の
樹
木
を
集
め
た
樹
木
園
「
ア
リ

タ
キ
・
ア
ー
ボ
レ
ー
タ
ム
」
を
開

園
。
同
園
は
氏
の
没
後
同
市
に
寄

贈
、「
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
」

と
し
て
現
存
。
春
高
旧
同
窓
会
館

庭
園
を
設
計
。

春
日
部
社
会
教
育
に
寄
与

�

君
塚 

皎

岩
槻
市
新
和
出
身
。
日
大
歯
学

部
卒
。
春
日
部
市
内
で
歯
科
医
院

を
開
業
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
同

窓
会
長
を
務
め
る
。
県
歯
科
医
師

会
長
、
県
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

長
、
県
社
会
教
育
連
合
協
会
長
、

県
議
な
ど
歴
任
。
同
市
の
社
会
教

育
の
発
展
に
生
涯
尽
く
し
た
。

歴
史
上
の
著
名
俳
人
ら
と
交
友

�

我
孫
子 

栄

春
日
部
市
出
身
。
東
北
大
医
学

部
を
卒
業
後
地
元
で
開
業
。
俳
人

の
厳
父
を
慕
い
医
院
に
は
水
原
秋

櫻
子
ら
著
名
な
俳
人
が
来
診
、
句

会
も
開
か
れ
た
。
そ
の
中
に
当
時

粕
中
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
加
藤

楸
邨
も
。
自
身
も
俳
句
に
目
覚

め
、
文
化
人
と
し
て
も
県
東
部
の

文
化
活
動
に
貢
献
し
た
。

（
中
22
回
②
は
次
号
に
続
く
）

�

（
中
原
淳
一
）

文
化
賞
、
同
43
年
学
士
院
賞
受
賞
。

日
米
で
生
化
学
会
名
誉
会
員
の
栄
誉

を
受
け
る
。

粕
中
で
常
に
首
席
の
秀
才

�

早
川 

優

奥
貫
と
同
じ
久
喜
市
江
面
出

身
。
粕
中
で
は
常
に
首
席
で
東
大

医
学
部
へ
。
東
京
逓
信
病
院
長
を

長
く
務
め
た
。
奥
貫
の
ペ
ニ
シ
リ

ン
の
研
究
で
治
験
に
協
力
し
た
。

茶
目
っ
気
豊
た
っ
ぷ
り
な
法
曹
人

�

小
磯 

省
吾

岩
槻
市
出
身
。
成
績
優
秀
で
茶

目
っ
気
た
っ
ぷ
り
な
人
柄
。
東
大

法
学
部
を
経
て
検
事
と
し
て
新

潟
、
水
戸
地
裁
等
で
勤
務
、
後
に

弁
護
士
と
し
て
活
躍
。

⑫ 東北春高会

・�

栗
橋
春
高
会
11
月
開
催
予
定

・�

庄
和
春
高
会 

11
月
中
旬
開
催
予
定

・�

越
谷
支
部
春
高
会
２
／
11
㈭ 

「
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

日
程
未
定
の
支
部
会 

（
昨
年
度
開
催
日
を
掲
載
）

・�

三
郷
春
高
会
（
６
／
14
㈯
「
美
加
和
」）

・�

杉
戸
春
高
会
（
６
／
21
㈯
「
い
ず
み
屋
」）

・�

吉
川
春
高
会
（
６
／
21
㈯
「
福
寿
家
」）

・�

宮
代
春
高
会
（
６
／
26
㈭ 

宮
代
町
立

図
書
館
ホ
ー
ル
・「
都
古
」）

・�

岩
槻
春
高
会
（
７
／
13
㈰
「
ほ
て
い
屋
」）

・�

久
喜
春
高
会
（
９
／
27
㈯
「
三
高
サ
ロ
ン
」）

・�

大
宮
春
高
会
（
10
／
11
㈯
「
瑞
香
楼
」

楽
生
師
匠
高
座
）

・�

東
北
春
高
会
（
10
／
11
㈯ 

仙
台「
大
石
屋
」）

・
菖
蒲
春
高
会
（
10
／
12
㈰ 

菖
蒲
「
和

食
キ
ッ
チ
ン
だ
い
浜
」

・�

春
日
部
春
高
会
（
10
／
19
㈰
、
２
／
15
㈰ 

ヤ
マ
ヤ
新
館
・
楽
生
師
匠
高
座
）

・�

野
田
支
部
春
高
会
（
11
／
１
㈯「
幸
楽
」）

・�

東
京
春
高
会
（
11
／
８
㈯ 

「W
IN

EH
A

LL G
LA

M
O

U
R 

銀
座
」）

・�

東
葛
春
高
会
（
11
／
９
㈰
）
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ 

南
桜
井
駅
よ
り
首
都
圏
外
郭
放

水
路
「
防
災
地
下
神
殿
」・
や
ま
や
）

・�

関
西
春
高
会
（
１
／
17
㈯ 

大
阪
「
心

斎
橋
・
大
成
閣
」）

・�

白
岡
春
高
会 

開
催
予
定

同
期
会
・
部
活
Ｏ
Ｂ
会

◆
高
33
回
同
期
会
（
春
燦
々
会
）

11
月
23
日
㈰
さ
い
た
ま
共
済
会

館
　
第
一
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
」「
ま
だ
間
に
合
う
お
金
の
話
」

と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
同
期
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
ら
話
を
聴
く
。

第
二
部
懇
親
会

　
約
70
名
参
加

◆
高
34
回
同
期
会
（
特
別
開
催
Ｈ
Ｃ
Ｄ
）

３
月
28
日
㈯
春
高
音
楽
ホ
ー
ル

で
第
一
部
開
催
。
江
本
尚
浩
氏

（
税
理
士
）、
林
宗
博
氏
（
救
急
医

療
ド
ク
タ
ー
）、
矢
倉
幸
久
氏

（
整
形
外

科
医
、
海

外
で
医
療

支
援
）、

伊
藤
豊
氏

（
金
融
庁

長
官
）
の

講
演
が
行

わ
れ
た
。
同
期
を
は
じ
め
幅
広
く

多
く
の
方
が
出
席
者
が
あ
っ
た
。

◆
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
記
念
式
典

12
月
７
日
㈰
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン

ズ
ホ
テ
ル
浦
和
で
「
新
し
い
春
高
野

球
部
＆
Ｏ
Ｂ
会
を
目
指
し
て
」
と
銘

打
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
新
会
長
に
は
、

青
島
健
太 

氏
（
高
29
回
）
が
、
特

別
顧
問
に
高
橋 

靖 

氏
（
高
11
回
）、

ま
た
、
名
誉
会
長
に
は
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
黄
金
期
の
一
人
で
あ
る
木
下

富
雄 

氏
（
高
22
回
）。
約
二
百
名
参

加
。

「マスターズ甲子園」
県決勝進出報告

「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
」
県
予

選
で
決
勝
ま
で
進
出
し
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。

◆�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｒ
８
年
度
、
百
周
年
記
念
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７
年
４
月
１
日
～
８
年
３
月
31
日

〇
中
の
数
字
は
納
入
の
年
回
数

敬
称
は
略

《
中
41
》
中
村
朝
之
助
①

《
中
42
》
山
本
福
蔵
⑮

《
中
47
》
荻
野
哲
夫
⑤
、
小
澤
正

直
⑦
、
立
花
輝
一
④

《
高
２
》
深
井
清
司
⑬

《
高
３
》
荒
木
貞
行
⑳
、
君
塚
忠

男
⑤
、
高
木
秀
雄
②
、
西
角
井
正

大
⑦
、
益
山
貴
司
⑨

《
高
４
》
川
上
敏
夫
②
、
中
村
嘉

男
⑯

《
高
５
》
秋
元
輝
雄
⑥
、
後
藤
均

⑭
、
高
濱
彰
男
⑪
、
半
田
幸
平
⑨

《
高
６
》
梅
沢
恒
夫
⑬
、
小
川
隆

雄
⑦
、
小
室
尚
彦
③
、
鈴
木
徳
⑧
、

染
谷
邦
臣
④
、
武
井
章
⑫
、
田
島
孝

③
、
藤
井
克
文
④
、
三
原
謹
二
郎
⑧

《
高
７
》
岩
井
勝
治
⑭
、
小
糸
博

③
、
佐
竹
潔
⑨
、
佐
藤
勝
美
⑨
、

下
津
谷
秀
男
③
、
中
田
荘
三
⑩
、

中
野
茂
⑥
、
林
進
三
④

《
高
８
》
稲
星
昭
寿
⑧
、
山
本
供

八
⑧

《
高
９
》
折
原
新
一
⑦
、
鈴
木
孝

治
⑥
、
相
島
英
雄
④
、
田
中
信
之

助
⑬
、
西
澤
將
行
⑧
、
藤
沼
貞
夫

⑧
、
村
田
勸
⑧

《
高
10
》
磯
文
雄
④
、
岩
崎
文
庫

⑧
、
遠
藤
嗣
郎
⑫
、
大
熊
橿
一

⑤
、
岡
村
信
行
⑤
、
塩
野
正
直

⑪
、
高
橋
達
郎
⑬
、
田
中
弘
⑪
、

中
島
章
二
⑫
、
中
島
順
⑥
、
野
口

勝
治
②
、
堀
切
和
喜
⑯
、
堀
沢
秀

夫
⑰
、
松
金
由
忠
⑩
、
森
仁
三

⑪
、
森
田
武
夫
⑰

《
高
11
》
天
野
良
作
⑧
、
大
塚
秀

吉
⑫
、
大
森
得
雄
①
、
奥
野
明
彦

④
、
小
澤
正
男
⑥
、
斎
藤
幹
雄
②
、

関
口
博
正
⑤
、
高
橋
靖
⑭
、
戸
田
満

④
、
三
原
元
三
郎
⑨
、
村
山
俊
一
⑦

《
高
12
》
榎
本
和
光
⑥
、
角
田
功

⑧
、
上
井
晴
夫
③
、
小
森
谷
明
夫

②
、
関
根
喜
代
寿
⑤
、
高
野
利
夫

⑰
、
森
田
晏
且
⑥
、
瀧
田
英
夫

⑨
、
田
中
靖
男
⑮
、
真
々
田
邦
博

③
、
細
沼
晃
⑯
、
渡
辺
和
男
①

《
高
13
》
秋
間
國
夫
⑪
、
秋
山
幸

一
⑬
、
安
孫
子
征
⑯
、
菊
澤
龍
三

④
、
小
熊
章
夫
⑨
、
茂
田
寿
夫

⑦
、
須
田
実
⑦
、
田
中
芳
輝
⑩
、

松
本
三
千
雄
⑥
、
茂
木
健
司
②

《
高
14
》
榎
本
善
保
⑤
、
大
竹
英

弘
①
、
坂
巻
國
男
⑯
、
白
石
光
征
⑬
、

中
島
信
男
⑪
、
蓮
通
世
⑤
、
松
本

雅
①
、
森
谷
明
夫
⑪
、
八
木
橋
通
夫

⑥
、
山
本
幸
義
⑤
、
渡
辺
幹
雄
⑦

《
高
15
》
相
嶋
勝
寿
⑤
、
青
木
武

昭
③
、
石
塚
碩
孝
⑭
、
大
塚
徹

⑪
、
岡
田
征
史
⑯
、
梶
博
信
⑪
、

塚
本
正
⑱
、
嶋
村
豊
②
、
平
山
忠

夫
⑥
、
吉
澤
浩
司
⑪

《
高
16
》
落
合
勝
男
③
、
小
峰
俊

厚
⑨
、
濱
野
康
幸
③
、
増
田
英
男
③

《
高
17
》
大
澤
初
夫
⑥
、
小
柏
猛

④
、
小
川
勉
④
、
川
鍋
和
喜
⑫
、

倉
持
敏
雄
⑪
、
小
池
智
修
⑮
、
小

林
輝
己
⑧
、
酒
井
正
次
⑩
、
染
谷

知
英
③
、
鈴
木
敏
仁
⑥
、
津
佐
清

②
、
野
口
浩
樹
④
、
橋
本
久
雄

⑦
、
平
野
雄
一
⑨
、
堀
部
和
政

③
、
松
村
茂
夫
⑤
、
渡
辺
修
⑧

《
高
18
》
飯
田
眞
一
⑪
、石
田
惠
②
、

岡
安
正
一
⑫
、
並
木
清
③
、
松
本
栄

一
①
、
三
次
宣
夫
⑦
、
山
崎
一
一
④

《
高
19
》
阿
泉
栄
④
、
荒
井
孝

⑨
、
尾
堤
信
男
⑨
、
小
堤
正
二

④
、
勝
田
茂
⑧
、
金
子
明
②
、
神

田
誠
⑦
、
倉
持
誠
⑪
、
小
林
秀
樹

⑫
、
高
野
敏
夫
⑫
、
田
中
謙
吉

④
、
松
本
務
⑤
、
柳
英
二
郎
⑨

《
高
20
》
井
上
茂
平
⑨
、
今
井
一

忠
⑤
、
上
村
忠
男
③
、
卯
原
義
夫

⑥
、
榎
本
正
④
、
押
田
豊
⑭
、
勝

畑
篤
⑥
、
小
島
省
三
⑤
、
鈴
木
清

⑨
、
鈴
木
潤
一
⑥
、
高
橋
勇
②
、

高
橋
照
夫
③
、
根
本
直
樹
⑧
、
野

中
信
孝
①
、
日
向
英
実
⑫
、
増
田

豊
⑧
、
宮
本
和
男
⑫
、
村
田
悦
一

④
、
山
﨑
和
義
⑫
、
吉
田
茂
⑦

《
高
21
》
石
井
孝
②
、
牛
山
信
康

⑪
、
大
塚
茂
⑤
、
岡
村
信
夫
③
、

草
野
修
三
⑦
、
久
保
谷
実
②
、
小

山
由
夫
⑩
、
篠
原
通
⑧
、
鈴
木
孝

司
②
、
田
中
健
太
郎
⑦
、
藤
間
正

⑭
、
根
本
稔
①
、
長
島
光
正
⑥
、

長
谷
部
健
一
⑪
、
藤
田
英
夫
①

《
高
22
》
青
柳
隆
宏
⑨
、
荻
野
泰

男
⑦
、
河
野
秀
樹
⑫
、
木
村
孔
三

⑥
、
高
木
学
④
、
高
崎
実
⑩
、
中

村
和
弘
③
、
服
部
敏
則
⑥
、
馬
場

克
浩
②
、
山
内
裕
司
④
、
柳
秀
明

①
、
山
崎
孝
一
④
、
吉
田
静
邦
⑮

《
高
23
》
荒
木
弘
行
⑫
、
大
塚
和

彦
⑤
、
鈴
木
護
④
、
中
山
登
司
男

⑨
、
沼
田
邦
男
⑤
、
野
口
俊
男
⑥

《
高
24
》
青
木
剛
④
、
赤
尾
邦
彦

⑧
、
石
川
伊
丹
①
、
笠
原
勝
③
、

神
田
進
司
④
、
小
森
谷
静
男
⑤
、

鈴
見
智
二
⑧
、
高
津
利
男
⑥
、
利

根
川
豊
⑥
、
戸
張
正
雄
⑰
、
中
野

久
雄
⑤
、
野
口
榮
三
②
、
花
房
信

明
⑨
、
槇
島
慎
一
②
、
持
田
健

③
、
横
田
良
一
⑧

《
高
25
》
石
垣
亮
一
①
、
大
熊
那

夫
紀
②
、
乙
部
宣
広
⑨
、
川
島
昌

④
、
栗
林
徹
⑯
、
黒
須
保
高
②

③
、
関
根
悦
夫
②
、
田
中
茂
④
、

中
井
邦
夫
⑤
、
蓮
見
謙
司
③
、
浜

野
邦
彦
④
、
山
口
幸
夫
③

《
高
26
》
荒
川
和
幸
④
、
宇
田
川

浩
司
⑨
、
老
川
勇
⑨
、
大
熊
晃
⑥
、

大
関
健
道
⑦
、
小
川
光
治
⑩
、
香

川
法
男
⑦
、
柿
沼
一
成
①
、
木
村

義
明
②
、
工
藤
倫
郎
⑪
、
斎
藤
正

美
⑬
、
杉
山
修
一
①
、
染
谷
珠
樹

①
、
染
谷
行
宏
⑤
、
高
野
秀
尚
⑧
、

高
橋
孝
志
⑯
、、
竹
村
義
人
⑬
、

野
崎
学
⑨
、
早
川
敏
夫
⑤
、
船
戸

均
⑤
、
保
坂
不
二
夫
⑧
、
牧
野
修

⑦
、
町
田
洋
一
⑦
、
間
中
克
知
④
、

三
ツ
林
裕
巳
⑤
、
湯
本
慎
一
郎
⑤
、

米
川
聡
彦
⑥
、
若
林
孝
年
④

《
高
27
》
網
谷
毅
①
、
新
井
正
美

①
、
磯
崎
道
利
⑮
、
伊
藤
文
生
⑤
、

内
田
道
雄
⑥
、
大
沢
年
一
①
、
岡

安
誠
人
⑫
、
小
林
一
彦
②
、
椎
葉

祐
司
⑥
、
清
田
巳
喜
男
⑩
、
関
根

務
⑤
、
高
木
裕
之
①
、
種
村
隆
久

⑥
、
中
村
幸
彦
⑤
、
長
山
博
⑧
、

古
橋
浩
①
、
松
原
渉
④
、
横
川
啓

一
郎
①
、
吉
坂
弘
明
①

《
高
28
》
新
井
秀
明
⑥
、
飯
田
均

⑤
、
池
田
常
臣
⑮
、
御
古
正
彦

⑦
、
大
久
保
実
之
①
、
大
薗
和
正

①
、
木
曽
好
和
①
、
桑
島
雅
巳

⑦
、
篠
崎
登
⑤
、
東
福
寺
厚
樹

⑥
、
原
嶋
久
光
⑬
、
松
村
一
郎

①
、
三
上
良
正
④

《
高
29
》
遠
藤
進
③
、
大
渕
俊
明

⑦
、
小
澤
正
美
③
、
小
見
英
彰

⑥
、
金
野
光
男
③
、
杉
本
孝
一
郎

②
、
鈴
木
俊
雄
⑤
、
中
島
圭
一

②
、
笛
木
大
二
郎
③
、
前
田
一
郎

④
、
松
沼
直
人
⑧

《
高
30
》
浅
川
喜
裕
⑬
、
石
井
俊

一
⑥
、
石
川
雅
巳
⑤
、
大
石
敬

⑩
、
後
上
明
裕
⑩
、
小
島
幸
治

③
、
今
野
彰
比
古
⑮
、
杉
林
直
樹

④
、
東
坂
聡
①
、
橋
本
浩
二
①
、

林
宗
貴
②
、
前
田
拡
志
①
、
増
田

行
雄
④

《
高
31
》、
石
山
育
朗
⑤
、
岡
田

俊
二
③
、
金
井
康
雄
①
、
佐
藤
祐

二
②
、
佐
俣
和
典
④
、
白
石
晃
司

②
、
鈴
木
勝
浩
②
、
中
島
淳
二
⑰

《
高
32
》
飯
島
知
二
⑤
、
石
川
広

巳
⑧
、
小
西
誠
①
、
斉
藤
静
樹

③
、
坂
田
恭
司
⑥
、
鈴
木
幸
吉

⑤
、
高
根
淳
⑦
、
高
橋
篤
也
②
、

田
中
和
彦
⑰
、
土
門
玄
④
、
浜
田

浩
⑨
、
吉
田
寿
一
⑦

《
高
33
》
井
坂
威
人
①
、
岩
本
敏

英
⑫
、
内
田
一
郎
⑬
、
岡
野
豊

①
、
土
屋
信
彦
⑥
、
中
原
淳
一

⑥
、
成
田
元
彦
③

《
高
34
》
青
木
憲
司
⑥
、
伊
藤
豊

⑦
、
幸
田
豊
②
、
小
林
力
③
、
佐

藤
充
広
⑬
、
鈴
木
正
則
①
、
染
谷

幸
夫
⑤
、
竹
谷
一
浩
⑦
、
田
村
尚

之
⑦
、
長
井
勝
利
③
、
中
野
武
紀

⑥
、
橋
本
浩
一
②
、
波
多
野
淳
一

⑥
、
米
田
豊
⑥

《
高
35
》
飯
嶋
藤
王
④
、
礒
野
康

博
⑦
、
小
倉
貞
一
郎
③
、
加
倉
井

誠
③
、
菊
池
幸
夫
③
、
桑
原
隆
⑫
、

笹
原
孝
太
郎
①
、
鈴
木
寛
④
、
高

橋
政
博
⑧
、
土
田
敬
之
④
、
平
岡

正
②
、
福
地
淳
一
④
、
藤
田
章
⑥
、

横
川
昌
彦
⑬
、
横
川
泰
久
①

《
高
36
》
秋
山
修
一
⑥
、
石
井
雅

弘
③
、
石
川
健
二
⑭
、
岩
崎
裕
次

⑤
、
上
原
哲
也
④
、
小
野
俊
一

②
、
佐
川
恵
一
③
、
重
田
寛
之

①
、
島
村
忠
淳
⑤
、
神
能
竜
知

⑨
、
富
永
和
男
①
、
宮
田
靖
典

⑤
、
望
月
己
義
①
、
山
田
将
也
⑬

《
高
37
》
大
芦
昭
博
③
、
川
本
滋

久
⑫
、
栗
原
憲
二
②
、
鈴
木
秀
明

⑨
、
手
塚
俊
郎
①
、
橋
本
明
彦

①
、
穂
波
俊
宏
⑬
、
松
田
洋
一

⑨
、
松
尾
賢
治
④
、
水
書
稔
治

⑬
、
安
岡
隆
一
⑪
⑫

《
高
38
》
合
田
浩
之
⑭
、
蓬
原
一

茂
⑤
、
小
原
光
雄
①
、
兼
利
純
作
⑦
、

小
森
谷
豊
⑫
、
高
橋
彰
⑤
、
福
島
聖

二
④
、
吉
田
浩
明
③
、
横
幕
勝
範
①

《
高
39
》
浅
野
智
明
①
、
岡
田
了

祐
⑨
、
加
藤
弘
詔
⑰
、
川
邉
光
一

①
、
栗
原
智
行
①
、
佐
久
間
幹

⑦
、
高
松
公
武
⑥
、
戸
田
重
之

④
、
冨
澤
昌
雄
⑦
、
奈
良
正
和

①
、
早
瀬
川
仁
①
、
半
田
勝
也

⑤
、
森
谷
光
宏
②
、
吉
木
岳
哉
⑥

《
高
40
》
柿
沼
博
昭
⑥
、
加
茂
統

良
④
、
萩
野
勝
行
⑤
、
早
川
裕

⑪
、
森
丘
保
典
⑧

《
高
41
》
秋
庭
俊
樹
⑧
、
秋
吉
崇

⑦
、
岩
上
俊
哉
⑤
、
加
川
世
紀

②
、
菅
澤
務
②
、
竹
野
弘
顕
①
、

浜
野
陽
平
④
、
舞
田
壮
一
郎
③
、

吉
田
晃
⑦

《
高
42
》
池
田
隆
一
郎
⑤
、
各
務

五
月
②
、
加
藤
貴
紀
①
、
鈴
木
一

隆
③
、
高
埜
裕
明
⑦
、
中
山
護

②
、
東
秀
晃
①
、
矢
嶌
浩
紀
⑬
、

吉
田
和
宏
④

《
高
43
》
青
木
貴
彦
⑥
、
後
藤
英

夫
⑤
、
渋
谷
佳
孝
⑦
、
高
久
仁

③
、
福
山
一
郎
②

《
高
44
》
小
山
達
也
①
、
小
山
秀

之
①
、
西
城
孝
①
、
並
木
統
⑨
、
早

坂
強
④
、
平
山
壮
一
③
、
安
富
崇
①

《
高
45
》
落
合
剛
之
①
、
鈴
木
克

弥
①
、
田
中
拓
郎
③
、
田
中
優

⑧
、
茅
原
真
澄
②
、
藤
原
寛
③
、

望
月
眞
人
⑤
、
松
沢
克
明
⑤
、
柳

田
善
弘
①

《
高
46
》
猪
野
孝
太
⑪
、
上
石
唯

貴
⑩
、
北
澤
武
④
、
安
井
隆
紀
⑦

《
高
47
》
沖
山
裕
明
⑩
、
内
藤
友

則
②
、
服
部
祐
也
⑤
、
樋
口
直
孝
①

《
高
48
》
板
橋
俊
幸
⑤
、
牛
込
満

⑤
、
谷
口
鉄
朗
①
、
中
川
秀
行

⑤
、
中
島
基
道
②
、
根
岸
一
明

⑤
、
別
所
英
治
①
、
森
田
勝
⑦

《
高
49
》
猪
狩
芳
文
④
、
落
合
浩

之
③
、
柴
崎
光
郎
③
、
髙
畑
明
久

③
、
中
尾
公
彦
⑦
、
真
壁
功
①
、

村
田
光
央
④
、
山
西
健
一
①

《
高
50
》
伊
藤
善
幸
④
、
江
森
一

雅
⑧
、
清
水
章
矢
⑩
、
林
弘
⑤
、

増
田
真
也
⑩
、
三
好
七
月
①
、
横

山
孝
太
朗
②

《
高
51
》
岡
田
太
陽
②
、
清
水
信

幸
④
、
木
村
健
太
郎
⑧
、
佐
山
雄
介

⑦
、
髙
柿
武
志
⑥
、
長
谷
部
義
幸
①
、

堀
内
景
介
④

《
高
52
》
角
田
勇
志
④
、
野
中
瑞
①

《
高
53
》
小
野
沢
徹
男
⑨

《
高
54
》
駿
河
裕
太
①
、
西
川
大

輔
②
、
森
本
將
太
③
、
山
崎
寧
宏
④

《
高
55
》
小
原
雅
史
②
、
二
見
旅

人
③
、
矢
崎
直
人
③

《
高
56
》
清
水
諒
人
⑩

《
高
57
》
石
井
照
章
①
、
河
岸
嶺

将
①
、
高
橋
正
樹
①
、
成
田
一
輝
④

《
高
59
》
大
柿
達
也
②
、
神
谷
謙

太
朗
①
、
新
名
康
礼
①
、
泊
太
郎

⑨
、
成
田
厚
志
⑦
、
増
田
翔
①

《
高
60
》
板
橋
貫
人
③
、
水
野
一

歩
③

《
高
61
》
染
谷
直
史
②

《
高
62
》
岩
本
洋
祐
②

《
高
63
》
佐
藤
瑞
基
①
、
湯
澤
央
⑤

《
高
64
》
伊
東
克
樹
②

《
高
65
》
笠
井
崇
弘
①
、
鷲
尾
誠
⑥

《
高
68
》
並
木
耀
亮
②

《
高
70
》
鈴
木
俊
也
⑤
、
豊
島
圭

一
郎
②

《
高
73
》
中
山
弘
隆
⑤

《
高
74
》
太
田
尚
志
④

《
高
76
》
中
山
遥
登
①

《
定
中
６
》
斎
藤
栄
①
、
吉
川
達
雄
⑬

《
定
中
７
》
並
木
桂
次
⑮

《
定
中
12
》
大
塚
栄
一
④

《
定
中
14
》
大
塚
勝
久
⑪

《
定
中
18
》
石
井
和
男
②

《
岩
分
６
》
宮
野
芳
郎
⑥

《
他
》
ス
ズ
キ
マ
サ
オ 

回
の
記
載

が
な
く
不
明
で
し
た

《
高
27
、
45
、
55
、
65
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
参
加
メ
ン
バ
ー
》

《
高
27
、
45
有
志
》

▼
合
計

　
５
百
52
件

５
百
22
万
1
千
14
円

▽
同
総
会
費
《
高
33
》
岡
野
豊

同
窓
会
事
業
は
、
同
窓
生
の
ご
寄

付
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

賛
助
金
納
入
の
方
（々
７
年
度
）
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《
金
融
行
政
と
の
か
か
わ
り
》

三
十
代
の
前
半
は
金
融
危

機
と
の
格
闘
で
し
た
。
大
蔵

省
銀
行
局
の
最
後
の
２
年
、

96
年
か
ら
98
年
ま
で
日
本
債

券
信
用
銀
行
、
日
本
長
期
信
用
銀
行

の
担
当
と
し
て
、
さ
ら
に
98
年
新
設

の
金
融
監
督
庁
で
、
今
で
言
う
と
こ

ろ
の
平
成
金
融
危
機
の
真
っ
只
中
で

仕
事
を
し
た
こ
と
が
そ
の
後
の
仕
事

の
原
点
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、

山
一
証
券
を
は
じ
め
大
手
金
融
機
関

が
次
々
と
経
営
危
機
・
経
営
破
綻
に

陥
り
、
日
本
経
済
全
体
が
殻
の
中
に

閉
じ
こ
も
っ
て
嵐
が
過
ぎ
る
の
を
待

つ
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ

の
後
の
20
年
、
30
年
の
経
済
停
滞
の

大
き
な
原
因
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

金
融
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
は

国
の
経
済
に
と
っ
て
本
当
に
大
事
だ

と
痛
感
し
、
今
の
金
融
庁
で
の
仕
事

に
対
す
る
使
命
感
の
よ
う
な
も
の
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

金
融
庁
は
２
０
０
０
年
に
誕
生
し
、

丸
25
年
経
ち
ま
し
た
。
当
初
は
銀
行

の
不
良
債
権
問
題
を
収
束
さ
せ
る
こ

と
が
最
大
の
使
命
で
、
金
融
検
査
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
一
斉
検
査
な
ど

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
後

も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大

震
災
と
い
っ
た
危
機
へ
の
対
応
に
労

力
の
多
く
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
、
地
道
な
金
融
機
関
監
督
と

同
時
に
、
資
産
運
用
立
国
や
地
域
金

融
力
強
化
な
ど
、
金
融
機
関
を
応
援

し
て
資
金
を
よ
り
円
滑
に
循
環
さ
せ

よ
う
と
い
う
施
策
も
展
開
し
て
い
ま

す
。

優
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
適
切
な

形
で
資
金
を
流
し
、
資
金
の
出
し
手

に
も
リ
タ
ー
ン
を
届
け
、
持
続
的
に

そ
の
循
環
を
廻
し
て
い
く
、
こ
れ
が

金
融
の
役
割
で
す
。
そ
の
仲
介
役
で

あ
る
金
融
機
関
で
働
く
み
な
さ
ん
が
、

誇
り
高
く
、
み
ん
な
に
頼
り
に
さ
れ
、

尊
敬
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
好
循
環
と

担
い
手
を
つ
く
る
こ
と
が
金
融
庁
の

役
割
で
す
。
ホ
ン
ト
に
大
事
な
仕
事

で
、
金
融
庁
で
働
い
て
い
る
職
員
は

自
分
も
含
め
て
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
春
高
生
諸
君
に
も
是
非
来
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

《
野
球
と
の
か
か
わ
り
》

春
高
時
代
は
野
球
に
明
け
暮
れ
ま

し
た
。
野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
校
入

学
前
、
当
時
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た

「
巨
人
の
星
」
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
小
学
校
入
学
祝
に
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、
背
番
号

は
星
飛
雄
馬
の
16
番
。
友
達
の
背
番

号
は
、
１
か
３
か
16
で
し
た
。
道
行
く

お
じ
さ
ん
に
「
お
っ
川
上
か
」
と
言
わ

れ
て
「
星
飛
雄
馬
だ
よ
」
と
内
心
悪

態
を
つ
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
５
年
生
か
ら
少
年
野
球

チ
ー
ム
に
入
り
、
中
学
、
高
校
、
大
学

と
や
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
後
に

慶
応
大
学
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
２
回

取
っ
た
奈
良
暢
泰
君
も
い
て
、
田
中
親

良
先
生
の
下
、
練
習
に
励
み
ま
し
た

が
、
３
年
の
夏
の
大
会
で
は
１
回
し
か

勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
怪
我
も
多
く
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
散
々
迷
惑
を
か
け
、

不
完
全
燃
焼
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
二

浪
し
て
東
大
に
入
っ
た
時
に
、
越
谷
北

高
校
に
転
任
し
て
お
ら
れ
た
田
中
先

生
に
報
告
に
行
き
「
野
球
部
に
入
り

ま
す
！
」
と
申
し
上
げ
た
時
に
、
田
中

先
生
が
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の

Dousoukai　トピック

◆�世界学生囲碁王座戦　林隆羽さん（高71回）優勝 
－日本勢優勝８年ぶり－
2025年２月11日㈫・12日㈬日本棋院（東京・

市ヶ谷）で第23回世界学生囲碁王座戦開催され、

日本代表の林隆羽さん（中央大学２年（当時））

が初優勝した。日本勢では８年ぶり３人目優勝。

大会は世界12カ国・地域の代表16人が参加し、

囲碁の学生世界ナンバーワンを決める大会。林さ

んは前年に行われた全日本学生囲碁王座戦で優勝

し日本代表となった。林さんは、３回戦で韓国の

具本兼さん（ソウル大）と対戦、「自分より強い

相手と思っていた」と、中盤までは読みあいの展

開で持ち時間を使いきったが最終的に大差で勝ち

をおさめた。決勝戦は中国の張宇飛さん（南京大）

と、序盤からAI評価でも90:10の戦いで、４目半で勝利し世界学生囲碁王座に輝いた。２位

は韓国の具本兼さん、３位は中国の張宇飛さん。

◆全日本学生落語選手権 永野泰地さん（高73回）学生日本一に
学生落語の日本一を決める第22回全日本学生

落語選手権「策伝大賞」が、2025年２月15日㈯

に、岐阜市民会館で行われた。学生日本一である

最優秀賞の「策伝大賞」に、京都大学工学部４年

の永野泰地さん（高73回）が選ばれた。全国の大

学・大学院から62校308人が申込み、決勝戦には

８人が進み、永野さんがみごと栄冠をつかんだ。

永野さんの高座名は葵家竹生（あおいやちくしょ

う）で当日の演目は「胡椒のくやみ」。審査員に

は落語家の桂文枝師匠や立川志の輔師匠等が務めていた。（写真提供：「岐阜市笑いと感動の

まちづくり実行委員会事務局」による「第22回全日本学生落語選手権『策伝大賞』結果報

告」より）

◆キャリアサポートチームによる「OBによる進路トーク」開催
OBから春高生に体験談を伝える進路トークが、春高音楽ホールにて2026年３月18日㈬

に行われた。

今回出席は　◇伊原伸さん（54回）（応援指導部）上智大学法学部卒　㈱ユニクログロー

バル商品計画部　◇板橋悠さん（57回）（物理部）東京大学大学院卒　筑波大学人文系准教

授　◇早川瑛庸さん（63回）（ハンドボール部）東京大学大学院地球惑星科学卒 宇宙航空研

究開発機構（JAXA）

【OBキャリアサポートチーム】
・浪花祐貴さん（57回）（野球部）㈱quantum　・湯本

遼平さん（57回）（応援指導部）三菱マテリアル

㈱　・藤原知樹さん（71回）（陸上部）㈱野村総合研

究所　・橋野透
とも

弥
や

さん（71回）日本テレビ放送網㈱
キャリアサポートチームでは、春高生のために一緒に協働

してもらえる方を募集しています。関心ある方は同窓会事

務局までご連絡ください。

◆�N響メンバーとピアニスト角野未来氏による第９回センテニアル定期演奏会開催
2025年10月26日㈰「NHK交響楽団の精

鋭メンバーとピアニスト角野未来が多彩な響

きをお届けします」と銘うって、第９回セン

テニアル定期演奏会が開催された。今年は女

性メンバーだけで結成された弦楽四重奏団が

登場、共演には人気急上昇中の若手ピアニス

トでフランス・リヨン在住の角野未来さんが

加わり、華やかで多彩なピアノ５重奏が繰り

広げられた。約300人の方が来場いただいた。

◆�アニメ界の巨匠 芝山努氏（高11回）ご逝去、 
「ドラえもん」映画監督、「忍たま乱太郎」制作等を行う
芝山努氏（高11回）が2026年３月６日にご逝

去。アニメ界では、宮崎駿氏と肩を並べると言わ

れた。

映画「ドラえもん」シリーズの監督として、テ

レビアニメではNHK放送の「忍たま乱太郎」の

制作や「ちびまる子ちゃん」作品にもかかわった。

2015年の春高祭でご講演をいただいた。その

時、持参された作品絵画等は同窓会室にかざられ

ている。

が
良
い
思
い
出
で
す
。
東
大
で
は
１
年

の
秋
に
サ
ー
ド
で
使
っ
て
も
ら
い
、
出

だ
し
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
年
の

春
に
大
き
な
怪
我
を
し
て
、
３
年
ま
で

試
合
に
出
た
り
出
な
か
っ
た
り
。
４
年

で
主
将
を
任
さ
れ
、
捕
手
で
春
秋
フ
ル

出
場
で
き
た
の
は
上
出
来
で
し
た
が
、

打
率
は
２
割
ほ
ど
、
４
年
で
勝
っ
た
の

は
秋
の
慶
応
１
回
戦
だ
け
と
、
他
大

学
の
強
者
に
は
な
か
な
か
歯
が
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
研
究
し
て
、

も
っ
と
練
習
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
上

手
く
な
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
で
も

時
々
思
い
ま
す
。
大
谷
選
手
な
ど
の

ス
ー
パ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
聞
い
て
い
る
と
、
自
分
の
体

や
自
分
の
技
能
を
自
分
自
身
で
創
っ

て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
現

役
の
皆
さ
ん
に
は
極
限
ま
で
頭
を
つ

か
っ
て
練
習
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

（
令
和
８
年
２
月
）

林
隆
羽
さ
ん
、令
和
８
年
は
世
界

学
生
囲
碁
王
座
戦
出
場
な
ら
ず

世
界
学
生
囲
碁
王
座
戦
２
連
覇
を
目

指
し
て
い
た
林
隆
羽
さ
ん
は
、
令
和
７
年

12
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
学
生
王
座
戦

決
勝
で
名
古
屋
大
学
の
北
芝
礼
さ
ん
に

敗
れ
世
界
大
会
出
場
は
で
き
な
か
っ
た
。

寄
贈
図
書

▼
高
34
回
・
沼
田
尚
道 

氏
「
真
空
の
光
」

第
17
回
島
崎
藤
村
記
念
文
芸
祭
入
選
一
席

作
品 

２
０
２
５
年
３
月
島
崎
藤
村
記
念
文

芸
祭
実
行
委
員
会
発
行

　
▼
高
36
回
・
福

田
智
弘 

氏
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
変
な

広
告
」２
０
２
５
年
３
月
㈱
河
出
書
房
新
社

発
行

　
▼
高
61
回
・
増
根
正
悟 

氏
「
チ
ェ

コ
じ
ゃ
な
い
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア–

中
欧
の
中 

央–

」
２
０
２
４
年
７
月
パ
ブ
リ
ブ
社
発
行

　

▼
高
36
回
福
田
智
弘 

氏
「
豊
臣
秀
長
と
秀

吉–

秀
吉
を
陰
で
支
え
た
名
参
謀–

」
２
０

２
５
年
12
月
㈱
メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
発
行

金
融
庁
長
官

伊
藤
豊
氏
（
高
34
回
） 

特
別
寄
稿

経歴　
草加市立栄中学校から春日部高
校。高校では野球部。東京大学に
進学、硬式野球部。卒後、大蔵省
入省。同証券局、銀行局、金融監
督庁、産業再生機構、東京証券取
引所、財務省主税局などを経て、
金融庁へ。監督局長の後、2025
年７月から現職。

（左）優勝した林隆羽さん
写真提供：公益財団法人日本棋院

手を挙げる永野さん（中央）

（5）  第 56 号 令和8年（2026年）5月7日会 報 「 春 高 同 窓 会 」
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3年担任の先生方
後列左より　小川　誠先生・樋口忠孝先生・中村行生先生・新井充司先生・川島秀元先生・石黒隆文先生
前列左より　芦田川康司先生・島村満彦先生・三輪俊夫先生・小原敏彦先生・三村毅彦先生・小菅泰雄先生

高
32
回（
　
　 

）

昭
和
55

年
卒
業

春
日
部
市
出
身
の
安
東
郁
男
さ

ん
は
、
生
物
専
攻
ク
ラ
ス
で
、
部

活
は
柔
道
部
。
千
葉
大
学
に
学
び

農
林
水
産
省
入
省
。
国
立
研
究
機

関
の
農
研
機
構
で
、
稲
の
品
種
開

発
研
究
に
従
事
（
農
学
博
士
）。

「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
や
「
お
ぼ

ろ
づ
き
」
な
ど
育
成
し
た
約
50
の

品
種
は
全
国
の
産
地
で
生
産
さ
れ

て
い
る
。
育
種
は
多
く
の
人
の
手

で
10
年
を
か
け
る
地
道
な
仕
事
だ

が
、
生
産
者
や
消
費
者
の
喜
び
の

声
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
。
北
海

道
米
の
評
価
を
一
変
さ
せ
た
品
種

や
、
食
料
安
全
保
障
の
信
念
で
開

発
し
た
多
収
品
種
は
、
特
に
評
価

が
高
い
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
温
暖

化
な
ど
米
に
社
会
の
関
心
が
集
ま

る
昨
今
、
功
績
は
今
後
も
注
目
さ

れ
る
。
要
職
を
歴
任
し
、
北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
で
農
研

機
構
を
定
年
退
職
。
現
在
は
、
公

益
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
の
役

員
と
し
て
後
進
の
研
究
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
支
援
に
奮
闘
中
。
つ

旅
行
、
日
本
画
鑑
賞
を
趣
味
と
し
、

日
本
酒
を
好
む
。
現
在
は
豊
島
区

在
住
。

旧
岩
槻
市
出
身
の
陶
（
旧
姓
新

井
）
章
司
さ
ん
は
、
高
校
で
は
卓

球
部
に
入
部
し
た
が
長
く
続
か
ず

帰
宅
部
と
な
っ
た
。
ス
キ
ー
が
や

り
た
い
と
北
海
道
大
学
歯
学
部
に

入
学
し
、
約
半
年
は
ス
キ
ー
場
に

行
き
余
り
授
業
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
。
卒
業
後
勤
務
医
の
後
、

川
口
で
開
業
し
た
が
結
婚
を
機
に

品
川
に
移
転
。
卒
業
後
は
、
ス

キ
ー
で
は
な
く
ゴ
ル
フ
に
夢
中
に

な
り
４
つ
の
コ
ー
ス
所
属
し
、
ゴ

ル
フ
侍
に
も
出
演
し
た
ら
し
い
。

高
血
圧
に
よ
り
眼
底
出
血
を
患
い

48
歳
で
歯
科
医
師
を
辞
め
、
義
理

母
の
ア
パ
ー
ト
経
営
を
引
き
続
き

50
歳
で
宅
建
に
合
格
し
、
ア
パ
ー

ト
の
掃
除
が
唯
一
の
仕
事
ら
し
い
。

日
本
酒
が
好
き
で
、
陶
芸
も
始
め

自
分
用
の
ぐ
い
呑
み
や
片
口
を

作
っ
て
毎
晩
の
晩
酌
を
楽
し
ん
で

い
る
。
今
後
の
ゴ
ル
フ
の
目
標
は
、

唯
一
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
取

れ
て
い
な
い
同
期
の
中
島
潤
君
が

支
配
人
を
務
め
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
優
勝
。

現
在
は
、
春
か
ら
秋
は
北
軽
井
沢
、

冬
は
大
田
区
に
在
住
。

旧
与
野
市
出
身
の
鈴
木
幸
吉
さ

ん
。
在
学
中
は
弓
道
部
に
在
籍
。

一
浪
後
に
東
大
理
Ⅱ
に
入
学
、
薬

学
部
卒
業
後
に
明
治
製
菓
に
就
職

し
、
４
年
間
の
官
民
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
出
向
を
含
め
て
一

貫
し
て
医
薬
研
究
開
発
に
従
事
。

２
０
１
１
年
に
明
治
乳
業
と
の
経

営
統
合
に
よ
りM

eiji Seika

フ
ァ

ル
マ
と
な
り
、
研
究
企
画
部
長
、

横
浜
研
究
所
長
と
し
て
研
究
業
務

を
牽
引
。
共
同
研
究
で
は
、
ノ
ー

ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
本
庶

佑
博
士
と
自
己
免
疫
疾
患
治
療
薬

の
創
薬
を
実
施
し
、
現
在
臨
床
試

験
中
。
研
究
に
も
企
業
に
も
大
変

厳
し
い
本
庶
先
生
の
ス
タ
イ
ル
は

刺
激
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
通
勤

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
は
オ
ー
デ
ィ

オ
ブ
ッ
ク
を
楽
し
む
。
春
高
の
進

路
ト
ー
ク
に
は
二
回
参
加
。
現
在

横
浜
市
戸
塚
区
在
住

草
加
市
出
身
の
鈴
木
英
之
さ
ん

春
高
時
代
は
中
村
行
生
先
生
の
下

で
新
聞
部
で
活
躍
、
創
立
80
周
年

に
絡
み
、
諸
先
輩
方
に
た
く
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
勉
強
が
大
変
だ
っ
た
が
、

自
由
な
雰
囲
気
で
楽
し
か
っ
た
と

回
顧
す
る
。
早
大
教
育
学
部
に
進

学
し
、
教
育
実
習
で
再
び
春
高
に

お
邪
魔
し
た
。
仕
事
で
は
、
ネ
ッ

ト
証
券
の
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
で
投
資
家

に
情
報
を
提
供
し
て
い
て
、
時
折
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
取
材
に
応
じ
た

り
し
て
い
る
。
人
に
話
を
す
る
と

い
う
意
味
で
教
育
学
部
は
役
立
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

春
高
時
代
の
仲
間
と
つ
な
が
り
が

続
き
、
今
も
飲
み
会
に
混
ぜ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
引
退
が

迫
つ
て
き
た
感
じ
で
、「
ど
な
た
か

引
退
後
の
人
生
を
御
指
南
下
さ
い
」

と
の
こ
と
。
市
川
市
に
在
中
。

旧
大
宮
市
出
身
の
高
柳
昌
幸
さ

ん
は
、
数
学
研
究
会
に
所
属
し
、

文
化
祭
で
は
学
校
に
あ
っ
た
計
算

機
を
使
っ
て
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
に
よ

る
相
性
診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

た
り
し
て
い
た
。
明
治
薬
科
大
学

を
卒
業
後
、
武
田
薬
品
で
Ｍ
Ｒ
と

し
て
５
年
間
勤
務
し
、
１
９
８
９

年
に
家
業
の
富
士
薬
品
へ
入
社
。

当
時
は
配
置
薬
販
売
を
主
力
と
し
、

富
山
工
場
を
中
心
に
製
販
一
貫
体

制
を
整
え
、
事
業
拡
大
の
真
っ
た

だ
中
に
あ
っ
た
。
１
９
９
１
年
に

は
埼
玉
を
拠
点
に
ド
ラ
ッ
グ
セ
イ

ム
ス
を
立
ち
上
げ
、
生
活
者
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
応
え
る
新
た
な
小
売

事
業
を
展
開
。
ま
た
医
療
用
医
薬

品
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、
研
究

所
を
設
立
し
て
高
尿
酸
血
症
・
痛

風
治
療
薬
の
新
薬
２
剤
の
開
発
に

も
携
わ
っ
た
。
２
０
０
５
年
か
ら

は
社
長
と
し
て
組
織
を
ま
と
め
、

２
０
３
０
年
の
創
業
１
０
０
周
年

を
見
据
え
た
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

旧
庄
和
町
出
身
の
戸
井
精
一
郎

さ
ん
は
、
上
智
大
学
理
工
学
部
卒

業
後
に
日
経
マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
社

（
現
・
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）
に
就
職
。
専

門
雑
誌
の
広
告
営
業
に
従
事
、
複

数
の
新
雑
誌
創
刊
に
も
携
わ
っ
た
。

１
９
９
５
年
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
分
野
に
軸
足
を
移
し
、
同

社
の
ネ
ッ
ト
事
業
開
発
に
貢
献
。

メ
デ
ィ
ア
企
業
や
広
告
会
社
で
設

立
し
た
ネ
ッ
ト
広
告
業
界
で
は
、

草
創
期
の
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て

「
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
」「
ク
リ
ッ
ク
」

と
い
っ
た
用
語
と
指
標
の
定
義
作

業
に
関
与
。
２
０
１
０
年
に
日
本

経
済
新
聞
社
に
異
動
、「
日
経
電

子
版
」
創
刊
事
業
に
参
画
、
そ
の

後
も
一
貫
し
て
日
経
の
新
規
デ
ジ

タ
ル
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
現

在
も
、
日
経
の
ラ
イ
フ
＆
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
ビ
ジ
ネ
ス

ア
ー
キ
テ
ク
ト
し
て
所
属
。
世
田

谷
区
在
住
。

杉
戸
町
出
身
の
中
島
潤
さ
ん
は

先
輩
の
勧
誘
を
断
り
切
れ
ず
応
援

指
導
部
に
入
部
。
在
学
中
は
生
徒

会
長
も
務
め
る
一
方
、
勉
学
に
は

身
が
入
ら
ず
、
成
績
は
ク
ラ
ス
最

下
位
争
い
。
一
浪
し
て
明
治
大
学

法
学
部
に
補
欠
合
格
。
大
学
も
応

援
団
に
所
属
。
六
大
学
応
援
団
や

野
球
部
、
体
育
会
各
部
と
の
交
流
、

学
園
祭
実
行
委
員
な
ど
幅
広
い
活

動
を
経
験
。
四
年
次
に
は
団
長
に

就
任
。
卒
業
後
、
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
に
入
行
。
約
十
年
間
リ
ク

ル
ー
タ
ー
と
し
て
後
輩
の
採
用
に

携
わ
り
、
そ
の
内
三
年
間
は
人
事

部
に
勤
務
。
そ
の
後
、
藤
沢
支
店

長
、
立
川
中
央
支
社
長
、
葛
飾
支

社
長
を
務
め
、
関
連
会
社
で
は
常

務
取
締
役
。
定
年
後
、
銀
行
時
代

の
上
司
の
誘
い
を
受
け
、
現
在
は

茨
城
県
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
支
配
人
と
し

て
勤
務
。

野
田
市
出
身
の
鍋
島
雄
一
さ
ん

は
高
校
入
学
時
は
特
に
何
も
考
え

ず
勉
強
を
楽
し
ん
で
い
た
。
高
校

三
年
の
と
き
に
思
う
と
こ
ろ
あ
っ

て
医
師
を
志
し
、
医
学
部
医
学
科

へ
の
進
学
を
決
意
。
周
囲
か
ら
の

「
文
系
か
ら
医
学
部
は
無
理
じ
ゃ

な
い
？
」
と
い
う
声
も
意
に
介
さ

ず
、
得
意
の
英
語
力
を
生
か
し
、

運
に
も
恵
ま
れ
て
（
本
人
談
）
現

役
で
筑
波
大
学
医
学
専
門
学
群
に

進
学
。
学
生
時
代
は
野
球
と
麻
雀

と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
日
々
だ
っ

た
。
進
路
は
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
と
言
え
る
機
会
の
多

い
産
婦
人
科
を
選
択
。
筑
波
大
学

産
婦
人
科
に
入
局
し
、
茨
城
県
内

の
病
院
を
転
々
と
し
た
後
、
平
成

７
年
よ
り
茨
城
県
神
栖
市
の
白
十

字
総
合
病
院
で
産
婦
人
科
部
長
と

し
て
産
科
医
療
に
従
事
。
神
栖
市

で
唯
一
の
産
科
常
勤
医
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。
茨
城
県
神
栖
市
在

住
。越

谷
市
出
身
の
中
村
紀
吉
さ
ん

は
、
東
工
大
卒
業
後
、
東
京
電
力

で
建
築
業
務
に
従
事
。
２
０
１
１

年
東
日
本
大
震
災
後
は
福
島
第
一

原
発
の
土
木
建
築
設
備
の
事
故
処

理
を
担
当
。
東
電
は
春
高
Ｏ
Ｂ
が

多
く
、
福
島
で
も
共
に
仕
事
し
、

特
に
爆
発
し
た
４
号
機
か
ら
の
使

用
済
燃
料
の
取
り
出
し
は
、
中
村

さ
ん
が
建
築
、
後
輩
の
徳
森
律
朗

（
35
回
）
さ
ん
が
機
械
・
燃
料
の
責

任
者
を
務
め
、
事
故
後
４
年
弱
で

完
了
さ
せ
た
。
そ
の
後
も
ユ
ニ
ッ

ト
所
長
と
し
て
凍
土
壁
や
建
屋
カ

バ
ー
設
置
等
を
統
括
。
定
年
退
職

後
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等

支
援
機
構
に
転
籍
し
、
執
行
役
員

と
し
て
、
福
島
第
一
の
廃
炉
戦
略

を
中
心
に
な
っ
て
立
案
。
春
高
山

岳
部
の
友
人
と
は
、
毎
年
温
泉
旅

行
等
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
山
に

は
登
ら
ず
眺
め
る
だ
け
と
の
こ
と
。

川
崎
市
在
住
。

く
ば
市
在
住

春
日
部
市
出
身
の
新
井
和
徳
さ

ん
は
、
剣
道
部
と
書
道
部
に
所
属
。

剣
道
は
羽
田
聡
先
生
、
書
道
は
本

橋
恒
雄
先
生
に
指
導
を
仰
ぐ
。
両

師
の
影
響
は
絶
大
で
、
大
学
で
も

剣
道
部
・
書
道
部
に
籍
を
置
く
。

と
い
う
の
も
、
羽
田
先
生
は
頻
繁

に
大
学
へ
稽
古
に
来
ら
れ
、
本
橋

先
生
に
至
っ
て
は
そ
の
師
匠
が
大

学
の
教
授
だ
っ
た
。
も
は
や
逃
げ

場
の
な
い
状
況
だ
っ
た
と
言
う
。

そ
の
後
、
高
校
の
書
道
教
員
と
な

り
、
最
後
は
、
管
理
職
と
し
て
関

東
・
県
高
体
連
剣
道
専
門
部
長
、

全
国
・
県
高
書
研
役
職
を
歴
任
し
、

両
界
へ
の
恩
返
し
を
果
た
し
た
。

「
取
り
柄
の
な
い
自
分
に
自
信
を
く

れ
た
春
高
の
先
生
方
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
」
と
語
る
。
現
在

は
埼
玉
自
動
車
大
学
校
の
校
長
を

務
め
、
自
身
も
自
動
車
整
備
士
三

級
を
取
得
。
そ
の
探
究
心
は
衰
え

を
知
ら
な
い
。

植
竹
富
一
さ
ん
は
、
越
谷
市
出

身
。
一
浪
の
後
、
東
京
大
学
に
進

学
、
大
学
・
大
学
院
で
は
地
球
物

理
学
（
応
用
地
震
学
）
を
専
攻
。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活

か
し
た
い
と
東
京
電
力
に
入
社
。

原
子
力
部
門
に
配
属
さ
れ
、
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
・
７
号
機

の
設
置
許
可
申
請
に
係
わ
る
業
務

を
担
当
。
そ
の
後
、
研
究
所
に
異

動
し
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
な
ど
被
害

地
震
の
分
析
、
東
京
湾
岸
の
長
周

期
地
震
動
評
価
や
首
都
直
下
地
震

対
策
な
ど
地
震
災
害
対
策
の
調

査
・
研
究
に
従
事
し
た
。
研
究
活

動
を
通
じ
て
、
学
識
者
や
民
間
企

業
の
研
究
者
・
技
術
者
と
も
交
流
、

断
る
の
が
苦
手
な
性
格
故
か
、
学

術
団
体
の
理
事
・
監
事
な
ど
も
務

め
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の
進
路

ト
ー
ク
を
き
っ
か
け
に
、
春
日
部

高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指
導
委
員
を
三

期
十
五
年
務
め
母
校
の
教
育
活
動

に
も
貢
献
。
横
浜
春
高
会
（
現
、

神
奈
川
春
高
会
）
に
は
立
ち
上
げ

時
か
ら
参
加
し
、
現
在
は
会
長
を

務
め
て
い
る
。
横
浜
市
在
住
。

春
日
部
市
出
身
の
遠
藤
正
一
さ

ん
は
上
智
大
学
理
工
学
部
卒
業
後
、

東
芝
で
電
力
系
統
監
視
制
御
シ
ス

テ
ム
開
発
に
従
事
す
る
も
、
１
９

９
３
年
に
退
職
。
社
費
留
学
中
の

米
国
で
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

頼
り
に
渡
米
。
紆
余
曲
折
を
経
て

２
０
０
１
年
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
へ

移
住
し
、
ハ
プ
テ
ィ
ッ
ク
技
術
開

発
企
業Im

m
ersion

で
市
場
開
発

と
技
術
の
普
及
に
奔
走
。
ス
マ
ホ
、

ゲ
ー
ム
機
器
、
自
動
車
、
医
療
機

器
の
分
野
で
多
く
の
実
績
を
残
す
。

そ
の
間
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
ソ

ニ
ー
と
の
特
許
侵
害
訴
訟
や
和
解

交
渉
も
経
験
し
、
特
許
ラ
イ
セ
ン

ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
洗
礼
を
受
け
る
。

２
０
１
０
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
特
許
リ
ス
ク
管
理
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
Ｒ
Ｐ
Ｘ
に
参
加
。
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
上
場
も
実
現
す
る
。

世
界
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
ト
ッ
プ
数

百
社
が
顧
客
。
顧
客
企
業
の
特
許

リ
ス
ク
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ク
パ
テ
ィ
ー

ノ
在
住
。

川
口
市
出
身
の
大
川
昭
三
さ
ん

は
、
柔
道
部
に
所
属
し
宮
崎
国
体

に
出
場
。
ま
た
、
文
系
ク
ラ
ス
に

も
拘
ら
ず
理
系
の
東
京
農
工
大
学

を
受
験
、
林
産
化
学
を
専
攻
し
た
。

理
由
は
「
何
と
な
く
受
か
り
そ
う

だ
っ
た
か
ら
」。
但
し
物
理
も
化
学

務
を
さ
れ
て
い
た
、
か
つ
て
の
柔

道
部
の
恩
師
、
戸
井
田

　
哲
先
生

か
ら
、「
い
さ
お
、
無
理
す
る
な
」

と
い
つ
も
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
度
に
、
無
理
を
し
て
乗
り
越

え
た
あ
の
厳
し
い
練
習
を
思
い
出

し
て
い
た
。

浦
和
市
出
身
の
梶
原
聡
さ
ん
、

卒
業
後
、
航
空
大
学
校
に
進
み
、

１
９
８
３
年
日
本
航
空
入
社
。
約

３
年
の
訓
練
の
後
Ｂ
７
４
７
型
機

の
航
空
機
関
士
と
し
て
乗
務
を
始

め
る
。
１
９
９
７
年
11
月
７
４
７

―
４
０
０
型
機
の
機
長
に
昇
格
。

欧
米
・
東
南
ア
ジ
ア
・
国
内
線
に

乗
務
。
機
長
昇
格
訓
練
の
教
官
も

務
め
る
。
２
０
１
０
年
、
早
期
退

職
し
北
京
の
中
国
国
際
航
空
に
移

籍
。
初
め
て
の
日
本
人
機
長
と
し

て
北
京
―
成
田
便
を
担
当
、
そ
の

後
バ
ニ
ラ
エ
ア
、
台
湾
の
中
華
航

空
で
働
き
２
０
２
４
年
３
月
か
ら

ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
移
籍
。

法
律
上
の
制
限
で
あ
る
67
歳
の
最

後
の
日
ま
で
日
々
国
内
線
を
中
心

に
フ
ラ
イ
ト
中
。
高
校
の
卓
球
部

部
長
時
代
は
文
化
祭
で
お
化
け
屋

敷
を
開
催
。
海
外
の
会
社
で
も
信

頼
を
得
て
教
官
業
務
に
従
事
し
た
。

現
在
は
千
葉
県
四
街
道
市
に
在

住
。さ

い
た
ま
市
の
加
茂
下
裕
さ
ん

は
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲

科
に
進
学
、
同
大
学
院
修
了
後
は

川
越
市
の
東
邦
音
楽
大
学
や
同
附

属
第
二
高
校
で
講
師
を
し
な
が
ら

作
曲
を
続
け
て
き
た
。
ピ
ア
ノ
の

た
め
の
「
詠
唱
」、
ピ
ア
ノ
連
弾
の

た
め
の「
多
調
性
の
十
の
練
習
曲
」、

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

「V
erse

」、
吹
奏
楽
の
た
め
の
「
賛

歌
」、
独
唱
と
十
七
絃
の
た
め
の

「
良
寛
の
二
つ
の
歌
」、
合
唱
と
管

弦
楽
の
た
め
の
交
響
曲
「
ケ
ヤ
キ

賛
歌
」（
吉
野
弘
の
詩
に
よ
る
）
な

ど
、
作
品
は
多
数
。
ま
た
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
自
宅
で
の
ピ
ア
ノ
教
室
や
公
民

館
で
の
鑑
賞
講
座
な
ど
も
続
け
て

い
る
。
さ
い
た
ま
市
在
住
。

草
加
市
出
身
の
黒
澤
進
さ
ん
は
、

柔
道
部
に
所
属
。
真
剣
に
練
習
す

る
者
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
い

た
（
本
人
は
後
者
）。
そ
れ
故
本
人

の
実
力
は
大
学
で
は
通
じ
な
い
と

悟
り
、
大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動

を
謳
歌
し
た
。
卒
業
後
武
蔵
野
銀

行
に
入
行
、
２
０
１
７
年
に
常
務

取
締
役
、
２
０
２
２
年
常
勤
監
査

役
と
な
り
現
在
に
至
る
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
２
０
１
２
年
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
執
行
役
員
で
あ
っ

た
３
年
２
組
の
同
級
生
肝
付
正
路

く
ん
（
物
故
）
か
ら
声
が
掛
か
り
、

「
３
年
２
組
の
会
」
と
称
し
、
同
級

生
で
あ
る
江
浪
誠
く
ん
、
小
松
崎

宙
く
ん
、
柴
崎
正
司
く
ん
、
鈴
木

英
之
く
ん
、
吉
川
淳
く
ん
と
近
況

報
告
並
び
に
健
康
確
認
を
兼
ね
た

退
職
後
の
居
場
所
を
見
据
え
た
懇

親
会
が
今
で
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

久
喜
市
出
身
の
斎
藤
聡
さ
ん
は

高
校
時
代
「
数
学
の
美
し
さ
」
に

魅
了
さ
れ
数
学
科
へ
の
進
学
を
決

意
。
春
高
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
を

夢
見
て
、
筑
波
大
学
第
一
学
群
自

然
学
類
に
進
学
、
数
学
を
専
攻
し

た
。
大
学
時
代
は
テ
ニ
ス
に
没
頭

し
、
日
の
出
と
日
の
入
り
を
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
迎
え
て
い
た
と
の
こ

と
。
教
師
と
な
っ
て
二
校
目
の
越

谷
北
高
で
は
十
三
年
間
の
中
で
理

数
科
設
置
に
携
わ
り
進
路
指
導
主

事
を
担
当
す
る
な
ど
活
躍
。
念
願

の
春
高
に
は
、
４
校
目
で
赴
任
し

今
年
で
16
年
目
。
進
路
指
導
の
経

験
を
生
か
し
、
９
年
間
進
路
指
導

主
事
を
担
当
し
た
。
そ
の
中
で

「
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
る
こ
と
」
を
謳
っ
て
き
た
。
退

職
後
は
再
任
用
教
諭
と
な
り
一
昨

年
は
３
年
文
系
、
今
年
は
３
年
理

系
の
担
任
と
し
て
、
後
輩
達
と

「
数
学
の
美
し
さ
」
を
共
感
で
き
る

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
。

久
喜
市
在
住
。

春
日
部
市
出
身
の
島
田
一
さ
ん
、

在
学
中
は
卓
球
部
に
所
属
。
中
央

大
学
法
学
部
に
進
学
後
、
司
法
試

験
に
合
格
。
裁
判
官
に
任
官
し
、

主
に
刑
事
裁
判
を
担
当
。
司
法
研

修
所
教
官
、
大
阪
地
裁
と
東
京
地

裁
の
裁
判
長
、
甲
府
地
家
裁
所
長

等
の
要
職
を
経
て
、
令
和
四
年
か

ら
東
京
高
裁
裁
判
長
。
裁
判
員
裁

判
事
件
を
約
六
〇
件
担
当
。
国
民

か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
の
意
見
を

尊
重
し
、
判
決
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
努
力
。
共
著
の
「
裁
判
員
裁

判
と
裁
判
官
―
裁
判
員
と
の
実
質

的
な
協
働
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

（
法
曹
会
）
で
は
、
裁
判
官
が
裁

判
員
に
説
明
す
る
事
柄
と
、
裁
判

官
と
裁
判
員
が
協
力
し
て
議
論
す

る
事
柄
の
区
別
を
解
い
た
。
温
泉

も
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
為
、
教

授
か
ら
「
共
通
一
次
の
弊
害
だ
」

と
嘆
か
れ
た
。
卒
業
後
は
十
條
キ

ン
バ
リ
ー
（
現
ク
レ
シ
ア
）
に
就

職
。
草
加
市
内
を
は
じ
め
、
各
地

の
工
場
、
本
社
、
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、
品
質
管
理
や
生
産
管
理
及
び

商
品
開
発
に
従
事
。
２
０
１
９
年

の
草
加
工
場
長
を
経
て
、
２
０
２

３
年
に
は
系
列
会
社
に
あ
た
る
ク

レ
シ
ア
春
日
の
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
し
現
在
に
至
る
。「
病
気
ら

し
い
病
気
は
し
た
事
が
無
い
」
と

豪
語
す
る
が
、
酒
で
の
失
敗
談
は

多
く
、
注
意
を
促
し
た
い
。
現
在
、

静
岡
県
富
士
市
在
住
。

当
時
武
里
団
地
在
住
の
太
田
誠

さ
ん
。
慶
大
で
神
谷
不
二
教
授
の

も
と
国
際
政
治
を
学
び
経
団
連
へ
。

産
業
／
通
商
政
策
を
立
案
し
政
府

与
党
や
諸
外
国
と
の
調
整
に
奔
走
、

モ
ス
ク
ワ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
は
二
十
往
復
し
た
。
ソ
ウ
ル

の
全
国
経
済
人
連
合
会
に
四
年
駐

在
し
、
そ
の
間
、
ソ
ウ
ル
大
学
政

治
学
修
士
を
取
得
。
帰
国
後
、
経

団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
事
務
局

長
を
務
め
な
が
ら
東
北
大
学
で
李

氏
朝
鮮
の
政
治
思
想
を
研
究
し
博

士
号
（
学
術
）
を
取
得
し
て
筑
波

大
学
客
員
教
授
を
務
め
た
。
現
在
、

初
台
の
新
国
立
劇
場
常
務
理
事
を

兼
務
し
中
島
隆
博
東
大
教
授
、
マ

ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
ボ
ン
大
教

授
の
協
力
を
得
て
オ
ペ
ラ
な
ど
現

代
舞
台
芸
術
の
創
造
性
を
経
済
界

に
融
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
没

頭
中
。
一
浪
時
、
春
日
部
駅
東
口

の
喫
茶
店
で
中
村
行
生
先
生
の
面

接
指
導
を
受
け
か
ろ
う
じ
て
慶
大

に
合
格
し
た
こ
と
が
人
生
を
基
礎

づ
け
た
。
先
生
と
春
高
に
深
く
感

謝
し
て
い
る
と
語
る
。

川
口
市
出
身
の
大
山
晋
さ
ん
。

大
学
卒
業
後
、
縁
が
あ
っ
て
、

「
浦
和
少
年
鑑
別
所
」
に
採
用
さ

れ
、
法
務
技
官
と
な
り
、
浦
和
か

ら
横
浜
、
甲
府
、
岡
山
、
水
戸
、

名
古
屋
、
静
岡
、
千
葉
と
日
本
全

国
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
結
構

転
々
と
し
た
。
鑑
別
所
だ
け
で
は

な
く
、
拘
置
所
や
刑
務
所
で
も
働

き
、
仕
事
相
手
は
、
非
行
・
犯
罪

歴
の
あ
る
少
年
・
成
人
で
、
少
年

の
「
資
質
鑑
別
」
を
実
施
し
て
家

庭
裁
判
所
に
報
告
し
た
り
、
刑
が

確
定
し
た
受
刑
者
を
適
宜
な
刑
務

所
に
移
送
し
、
適
当
な
工
場
に
配

役
し
た
り
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
っ

た
。
と
き
に
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
受
刑
者
か
ら
突
然

殴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る

程
度
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
、
い
わ

ゆ
る
管
理
職
に
も
な
っ
た
が
、
今

は
、
定
年
を
過
ぎ
て
再
任
用
と
な

り
、
現
場
の
専
門
職
と
し
て
残
り

の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
。
通

算
で
40
年
以
上
、
現
場
一
筋
、
か

わ
い
い
非
行
少
年
た
ち
の
更
生
の

た
め
に
働
い
て
い
る
。
岩
槻
市
在

住
。春

日
部
市
の
金
子
功
男
さ
ん
は
、

大
学
卒
業
後
、
高
校
の
数
学
教
師

に
な
っ
た
。
三
十
年
後
、
母
高
の

教
壇
に
立
つ
。
難
解
で
時
に
挫
折

し
や
す
い
数
学
だ
か
ら
こ
そ
、
厳

し
さ
の
中
に
も
、
笑
い
や
気
づ
き

の
あ
る
授
業
を
大
事
に
し
て
い
た
。

ま
た
、
顧
問
と
し
て
指
導
し
た
応

援
指
導
部
は
、
春
高
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
部
活
動
で

あ
り
、
昔
も
今
も
部
員
た
ち
は
切

磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
、
春
高
生

を
鼓
舞
し
続
け
て
い
る
。
四
年
前
、

学
年
主
任
と
し
て
74
回
生
を
卒
業

さ
せ
定
年
退
職
を
迎
え
た
。
そ
の

間
、
同
窓
会
事
務
局
長
と
し
て
勤

安
東
郁
男
さ
ん
、「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」の
品
種
開
発

島
田 

一
さ
ん
　
東
京
高
裁
の
裁
判
長

高
柳
昌
幸
さ
ん 

㈱
富
士
薬
品
（
ド
ラ
ッ
グ 

セ
イ
ム
ス
）
社
長

中
村
紀
吉
さ
ん
　
福
島
第
一
原
発
事
故
処
理
担
当

梶
原
聡
さ
ん
　
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
機
長

32回生美術絵画作品
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旧
菖
蒲
町
出
身
の
長
澤
敏
夫
さ

ん
は
、
吹
奏
楽
部
に
所
属
。
全
く

の
初
心
者
で
入
部
し
、
今
も
当
時

の
曲
を
聴
く
と
温
か
な
記
憶
が
蘇

る
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
は
旧
太

陽
神
戸
銀
行
に
入
行
。
就
職
時
に

は
漠
然
と
支
店
勤
務
の
イ
メ
ー
ジ

し
か
な
か
っ
た
が
、
二
度
の
合
併

を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
現
地
法
人

や
大
和
証
券
と
の
合
弁
会
社
へ
の

出
向
、
さ
ら
に
は
金
融
庁
へ
の
転

籍
と
、
当
初
の
想
像
を
遥
か
に
超

え
る
「
想
定
外
」
の
連
続
で
あ
っ

た
。
主
任
統
括
検
査
官
と
し
て
金

融
行
政
の
最
前
線
を
歩
ん
だ
日
々

を
経
て
、
現
在
は
金
融
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
日
本
資
産
運
用
基
盤
お

よ
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
Ｑ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ｋ
に
て
、
政
府
の
掲
げ
る

「
資
産
運
用
立
国
」
実
現
に
向
け

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。

千
葉
県
松
戸
市
在
住
。

宮
代
町
出
身
の
橋
本
浩
行
さ
ん

在
学
中
は
剣
道
部
に
所
属
。
千
葉

大
学
大
学
院
修
了
後
、
三
井
石
油

化
学
（
現
三
井
化
学
）
に
入
社
、

30
歳
で
キ
ヤ
ノ
ン
へ
転
じ
、
研
究

開
発
部
門
の
部
長
と
し
て
医
療
診

断
支
援
機
器
や
新
型
カ
メ
ラ
の
開

発
を
牽
引
し
た
。
日
米
で
60
件
以

上
の
特
許
を
取
得
し
、
成
果
は

N
ature

姉
妹
誌
に
も
掲
載
。
55
歳

か
ら
は
千
葉
大
学
工
学
研
究
科
客

員
教
授
と
し
て
後
進
の
育
成
に
も

携
わ
り
、
同
工
学
同
窓
会
長
も
務

め
た
。
60
歳
で
一
区
切
り
を
つ
け

独
立
後
は
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
傍
ら
、
神
奈
川
の
自
宅

裏
山
に
咲
く
絶
滅
危
惧
種
キ
ン
ラ

ン
の
保
護
と
研
究
を
開
始
。
自
ら

研
究
会
を
立
ち
上
げ
会
長
と
し
て

活
動
す
る
な
ど
、「
自
ら
考
え
動

く
」
春
高
の
気
風
を
体
現
し
続
け

て
い
る
。
大
学
時
代
の
仲
間
と
の

バ
ン
ド
演
奏
も
楽
し
む
な
ど
、
多

方
面
で
活
躍
中
。

岩
槻
在
住
、
卓
球
部
だ
っ
た
前

田
正
美
さ
ん
は
、
高
２
の
夏
に
見

た
青
春
ド
ラ
マ
に
は
ま
り
教
員
に
。

最
初
の
授
業
で
「Let’s begin

」

と
大
き
な
字
で
板
書
し
た
が
、
反

応
は
イ
マ
イ
チ
だ
っ
た
そ
う
だ
。

以
下
は
本
人
の
弁
。
初
任
の
三
郷

北
で
は
26
か
ら
３
年
間
進
路
主
事

を
。
バ
ブ
ル
絶
頂
期
と
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
並
み
の
崩
壊
を
経
験
。

越
谷
西
で
は
45
の
時
、
文
部
科
学

大
臣
優
秀
教
員
表
彰
。
三
校
目
で

春
高
に
。
今
の
春
高
生
は
母
校
愛

に
溢
れ
、（
昔
と
違
い
？
）
素
直
で

い
い
子
が
多
い
。
昔
同
様
変
わ
っ

た
奴
も
い
る
が
決
し
て
排
除
し
な

い
寛
容
さ
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

リ
ス
ペ
ク
ト
出
来
る
沢
山
の
生
徒

に
巡
り
合
え
た
。
春
高
で
は
個
人

戦
を
含
め
全
国
に
４
回
、
関
東
に

13
回
出
場
。
中
で
も
団
体
で
の
選

抜
（
秋
田
市
）
出
場
は
快
挙
だ
っ

た
。
現
在
は
再
任
用
で
春
女
に
。

陸
上
部
主
将
だ
っ
た
息
子
が
体
育

科
教
員
で
春
高
に
勤
務

春
日
部
市
出
身
の
南
浩
之
さ
ん

は
、
祖
父
は
粕
中
、
叔
父
、
従
兄

も
春
高
、
弟
の
南
芳
雄
さ
ん
（
高

34
回
）
も
春
高
の
春
高
一
家
。
剣

道
部
と
相
撲
部
に
所
属
し
、
相
撲

部
で
高
３
時
関
東
大
会
出
場
。
担

任
の
中
村
行
生
先
生
の
勧
め
と
関

東
大
会
が
縁
で
、
慶
大
相
撲
部
に

入
部
（
理
工
学
部
）
し
、
東
日

本
・
全
国
大
会
等
で
活
躍
。
個
人

戦
で
勝
ち
上
る
と
、
春
高
相
撲
部

を
知
る
他
校
Ｏ
Ｂ
の
応
援
が
あ
り
、

先
輩
方
の
功
績
に
感
謝
し
た
と
い

う
。
卒
業
時
、
国
指
定
の
難
病
に

罹
っ
た
が
、
入
院
二
年
・
療
養
一

年
で
奇
跡
的
に
回
復
。
東
京
相
和

銀
行
に
入
行
し
経
理
部
で
管
理
会

計
業
務
に
従
事
。
慶
大
相
撲
部

コ
ー
チ
を
務
め
た
。
学
び
直
し
の

た
め
慶
大
大
学
院
経
営
管
理
研
究

科
修
了
後
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

株
式
公
開
業
務
に
従
事
し
、
㈱

イ
ー
ド
ア
役
員
。
春
日
部
市
在
住
。

松
伏
町
出
身
の
山
崎
義
矩
さ
ん
。

在
学
中
は
剣
道
部
に
所
属
。
２
年

時
、
家
族
の
急
病
を
き
っ
か
け
に
、

い
わ
ゆ
る
「
救
急
車
の
た
ら
い
回

し
状
態
」
を
体
験
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
真
剣
に
医
学
部
を
志
し
、

北
里
大
学
医
学
部
へ
進
学
。
卒
業

後
は
大
学
病
院
に
残
り
、
救
命
救

急
医
療
、
特
に
脳
神
経
外
科
を
専

攻
。
月
に
数
日
し
か
ア
パ
ー
ト
に

帰
れ
な
い
過
酷
な
日
々
を
送
り
な

が
ら
、
臨
床
の
激
務
と
並
行
し
て

研
究
や
動
物
実
験
、
国
際
的
な
論

文
発
表
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

脳
神
経
外
科
専
門
医
お
よ
び
医
学

博
士
号
を
取
得
。
40
歳
を
境
に
救

急
医
療
の
第
一
線
か
ら
退
き
、
以

後
は
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
目
標

と
す
る
。
総
合
内
科
を
７
年
間
研

修
後
、
地
元
松
伏
町
に
脳
神
経
外

科
・
総
合
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
業
し
、
現
在
も
院
長
と
し
て
診

療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

（
高
32
回
人
物
風
土
記
編
集
委
員

協
力
）

橋
本
浩
行
さ
ん
キ
ヤ
ノ
ン
で
新
型
カ
メ
ラ
開
発

【
現
職
に
つ
い
て
】

第
二
言
語
習
得
研
究
と
は
？

私
が
所
属
す
る
東
北
大
学
大
学

院
国
際
文
化
研
究
科
に
は
、
大
き

く
三
つ
の
分
野
が
あ
り
、
私
は
そ

の
中
の
言
語
系
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
言
語
系
の
研
究
者
は
そ
れ
ぞ

れ
言
語
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
私
は
特
に
第
二
言
語

習
得
研
究
と
英
語
教
育
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
第
二
言
語

習
得
」
と
聞
い
て
も
、
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

簡
単
に
言
え
ば
、「
母
語
を
獲
得

し
た
後
に
学
ぶ
言
語
を
、
人
は
ど

の
よ
う
に
習
得
し
て
い
く
の
か
」

を
研
究
す
る
分
野
で
す
。
私
は
そ

の
中
で
も
英
語
の
語
彙
習
得
に
着

目
し
、「
単
語
の
知
識
は
頭
の
中

で
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る

の
か
」「
な
ぜ
単
語
を
覚
え
る
の

が
速
い
人
と
遅
い
人
が
い
る
の

か
」「
英
語
を
流
暢
に
話
せ
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
最
適
な
語
彙
学

習
法
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
問
い

を
探
究
し
て
い
ま
す
。
言
語
の
習

得
は
脳
内
で
起
こ
る
現
象
で
す

が
、
直
接
観
察
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
や
測
定
ツ
ー
ル
を
用
い
て

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
、
習
得

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
磁
気
共
鳴
画

像
法
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
を
用
い
て
、
英

語
を
聞
い
た
り
話
し
た
り
し
て
い

る
際
の
脳
活
動
に
も
注
目
し
て
い

ま
す
。

【
高
校
時
代
】　

卓
球
と
勉
強

高
校
時
代
は
卓
球
部
の
部
長
と

し
て
、
部
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。
朝
は
７
時
頃
か
ら
練
習

を
始
め
、
放
課
後
は
４
時
か
ら
遅

い
と
き
に
は
８
時
頃
ま
で
練
習

し
、
そ
の
後
さ
ら
に
地
域
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
で
夜
10
時
ま
で
練
習
し

て
い
ま
し
た
。
帰
宅
後
も
、
お
年

玉
を
貯
め
て
購
入
し
た
卓
球
台
と

卓
球
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
自
主
練

習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
一
度
夢

中
に
な
る
と
と
こ
と
ん
打
ち
込
む

性
格
は
、
現
在
の
研
究
活
動
に
も

活
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

土
日
祝
日
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た

顧
問
の
鈴
木
久
夫
先
生
、
そ
し
て

遅
く
ま
で
練
習
に
付
き
合
っ
て
く

れ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
（
永
遠
に
続
く

私
の
「
ラ
ス
ト
！
」
に
耐
え
て
頂

い
た
後
輩
に
は
特
に
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
）。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
団
体
戦
で
は
本
校
と
し
て

数
十
年
ぶ
り
に
関
東
高
校
新
人
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
退
後
は
、
そ
れ
ま
で
卓
球

に
費
や
し
て
い
た
時
間
を
す
べ
て

受
験
勉
強
に
充
て
ま
し
た
。
部
活

と
勉
強
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
、

充
実
し
た
三
年
間
で
し
た
。

【
大
学
時
代
】　

留
学
体
験

早
稲
田
大
学
入
学
後
は
、
高
校

時
代
か
ら
目
標
に
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
留
学
の
準
備
を
す
ぐ
に
始
め
ま
し

た
。
大
学
２
年
の
秋
学
期
か
ら
１
年

間
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
南
オ
レ
ゴ
ン
大

学
に
交
換
留
学
し
ま
し
た
。
現
地
の

中
学
校
で
教
育
実
習
を
行
っ
た
り
、

美
術
の
授
業
で
ヌ
ー
ド
デ
ッ
サ
ン
に

挑
戦
し
た
り
、
大
学
外
で
は
卓
球
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
り
と
、
多

様
な
経
験
を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
友

人
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
で
、
知
識
と
し
て

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
実
体
験
を
通
し

て
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
海
外

で
学
び
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
イ
ギ

リ
ス
に
１
年
間
、
カ
ナ
ダ
に
４
年
間

留
学
し
そ
の
過
程
で
研
究
者
と
し
て

の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若手OB
寄稿

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科

卓
越
准
教
授　

内
原
卓
海
（
高
61
回
）
氏

【
研
究
者
と
し
て
の
今
後
の
抱
負
】

新
た
な
言
語
研
究
分
野
の
創
出

２
０
２
４
年
に
東
北
大
学
は
日

本
初
の
国
際
卓
越
大
学
と
し
て
認

定
さ
れ
、
私
自
身
も
２
０
２
５
年

度
よ
り
卓
越
准
教
授
と
し
て
新
た

な
職
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
第
二
言
語
習
得
研
究
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
の
目
標
は
、
東
北

大
学
言
語
チ
ー
ム
を
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
研
究
体
制
へ
と
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
特
に
「
脳
科
学 

× 

言
語 

× 

教
育
」
の
融
合
研
究

を
推
進
し
、
人
が
ど
の
よ
う
に
言

語
を
習
得
し
て
い
く
の
か
と
い
う

根
本
的
な
問
い
に
迫
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
技
術
が
急
速

に
発
展
す
る
現
在
、
言
語
研
究
も

新
た
な
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
言
語
研
究
に
興
味
の
あ
る
春

高
Ｏ
Ｂ
と
、
将
来
と
も
に
研
究
で

き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！
（
令
和
８
年
３
月
）

若
手
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
の

シ
リ
ー
ズ
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
国
際
卓
越
大
学
に
認
定
さ
れ

た
東
北
大
学
で
ご
活
躍
の
内
原
卓
海 

氏
。
大
学
で
の
研
究
内
容
や

こ
れ
ま
で
の
歩
み
な
ど
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
４
期
目
申
請
、

採
択
さ
れ
ず

令
和
６
年
度
に
４
期
目
の

申
請
を
行
っ
た
が
採
択
さ
れ

ず
、
令
和
７
年
度
は
経
過
措

置
校
と
し
て
取
り
組
み
、
改

め
て
２
回
目
の
４
期
目
申
請

を
行
っ
た
が
、
採
択
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
で
認
定
枠
を
取

付
け
た
。
認
定
枠
は
３
期
以

上
取
り
組
ん
だ
学
校
に
対
し

独
自
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
組
を
認

め
て
い
る
制
度
で
、
予
算
的

な
支
援
は
な
い
た
め
自
校
予

算
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

〔内原卓海 氏　経歴〕　　早稲田大学教育学部英語英
文学科卒業後、レディング大学（英国）修士課程、
ウエスタン大学（カナダ）博士課程修了。2021年に
早稲田大学理工学術院英語教育センター講師として
着任後、2023年より東北大学大学院国際文化研究科
講師、2025年より同大学卓越准教授として、第二言
語習得および英語教育研究に従事している。
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春
風
亭
一
之
輔
師
匠
（
川
上
隼
一

さ
ん
）
と
三
遊
亭
楽
生
師
匠
（
坪

山
隆
行
さ
ん
）
に
よ
る
夢
の
共
演

が
、
２
０
２
５
年
８
月
28
日
㈭
午
後

１
時
か
ら
京
都
府
立
医
科
大
学
図

書
館
ホ
ー
ル
で
「
広
小
路
寄
席
」

と
銘
う
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
二
人
に

よ
る
寄
席
は
、
平
成
29
年
（
２
０
１

７
年
）
６
月
の
同
窓
会
総
会
で
行

わ
れ
て
以
来
。
こ
れ
は
、
京
都
府
立

医
科
大
学
教
授
の
木
塚
雅
貴
氏
（
高

35
）
が
参
画
す
る
同
大
学
「
広
小

路
キ
ャ
ン
パ
ス
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
大
学
の
も
つ
資
源
を

広
く
地
域
の
方
々
に
も
提
供
し
地

域
貢
献
を
進
め
る
目
的
で
、
２
０
２

４
年
３
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
回
で

７
回
目
。
４
回
目
で
は
、
直
木
賞
作

家
　
北
村
薫
氏
（
高
20
回
）
と
翻

訳
家

　
松
岡
和
子
氏
に
よ
る
特
別

対
談
一
部
紹
介

（
一
は
一
之
輔
師
匠
、楽
は
楽
生
師
匠
）

・
お
互
い
の
落
語
を
聞
い
て
、
こ

こ
が
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
は

一
「
先
輩
な
ん
で
す
よ
。
日
大
芸

術
学
部
、
最
高
学
府
。
高
校
で

は
同
級
生
な
ん
で
す
が
、
先
輩

な
ん
で
。
後
輩
と
し
て
は
失
礼

で
き
な
い
。
兄
さ
ん
」

楽
「
兄
さ
ん
な
ん
て
聞
い
た
こ
と

な
い
」（
笑
い
）

草
加
駅
前
の
草
加
マ

ル
イ
か
ら
北
東
方
向
に

歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に

Ja
zz

＆d
rin

k
s

の

「Sugar H
ill

」
の
お
店

が
あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
が
長
谷
部
健

一
さ
ん
（
高
21
回
）。

２
０
０
２
年
11
月
、
51
才
の
時
に

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
店
長
は
長
女
の

典
子
さ
ん
。
現
在
は
月
・
金
・

土
・
日
18
：
00
か
ら
お
店
を
開
き
、

プ
ロ
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
生
演
奏
が
行

わ
れ
る
。
品
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
落

ち
着
い
た
お
店
の
雰
囲
気
の
中
で
、

プ
ロ
の
演
奏
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
を
、
目
の
前
で
聴
き
な

が
ら
一
杯
片
手
に
至
福
の
ひ
と
時
を

過
ご
す
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と

も
魅
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お

店
ご
と
貸
し
切
り
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ

と
で
同
窓
会
や
様
々
な
団
体
に
も

提
供
で
き
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
長

谷
部
さ
ん
自
身
も
プ
ロ
の
ド
ラ
マ
ー
。

店
の
名
前
の
由
来
は
、
お
店
を

持
と
う
と
思
っ
た
時
、
本
場
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
も
の
を
見
に
行
こ
う
と
、

大
学
卒
業
し
た
ば
か
り
の
典
子
さ
ん

を
つ
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
当

時
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
翌
年
で
、

日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
も
の

は
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
本
場
の
お
店
を
回
っ
た
。
そ
し
て

ハ
ー
レ
ム
街
に
あ
るSugar H

ill

と

い
う
地
名
か
ら
、
お
店
の
名
前
を
つ

け
た
。

長
谷
部
さ
ん
は
実
は
税
理
士
で

あ
る
。
税
理
士
法
人
Ｌ
＆
Ｃ
ア
シ
ス

ト
代
表
と
し
て
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
。Sugar H

ill

は
長
谷
部
さ
ん
の

事
務
所
の
隣
に
あ
り
、
会
計
事
務

所
も
も
た
れ
、
こ
ち
ら
は
次
女
の
方

も
税
理
士
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
０
４
年
か
ら
草
加
市
文
化

協
会
の
理
事
長
と
し
て
「
草
加

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」

な
ど
音
楽
を
中
心
に
草
加
の
文
化

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、

草
加
市
活
性
化
の
た
め
の
「
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
今
様
草
加
宿
」
理
事
長
と

し
て
の
街
づ
く
り
活
動
等
も
す
す
め

て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
の

Ｏ
Ｂ
のお

店
紹
介

お
店
紹
介

京
都
埼
玉
県
人
会

　
京
都
に
は

「
京
都
ふ
る
さ
と
の
集
い
連
合
会
」

が
あ
る
。
京
都
府
と
京
都
新
聞
社

が
ス
ポ
ン
サ
ー
。
そ
こ
に
は
全
国

の
都
道
府
県
出
身
者
が
集
う
県
人

会
が
あ
る
が
３
年
前
ま
で
無
か
っ

た
の
が
埼
玉
を
含
め
３
県
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
京
都
新
聞
社
か
ら
埼

玉
新
聞
社
に
相
談
が
あ
り
、
埼
玉

新
聞
社
社
長
関
根
正
昌
氏
（
高

29
）
が
木
塚
雅
貴
氏
に
設
立
準
備

委
員
就
任
を
依
頼
、
２
０
２
３
年

11
月
14
日
（
埼
玉
県
民
の
日
）
に

開
催
さ
れ
た
「
京
都
埼
玉
県
人
会
」

設
立
総
会
で
代
表
に
選
任
さ
れ
た
。

現
在
、
30
名
ほ
ど
が
入
会
。
連
合

会
で
は
鴨
川
納
涼
を
毎
年
８
月
第

一
土
日
に
開
催
。
今
年
か
ら
県
人

会
で
は
埼
玉
郷
土
の
飲
食
物
を
出

店
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
京

都
女
子
駅
伝
大
会
で
は
埼
玉
県
の

女
子
駅
伝
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し

応
援
し
て
い
る
。

校
歌 

サ
イ
コ
ー
！

―
―
校
歌
に
つ
い

て
再
考
す
る

１
９
９
９
年
は

開
校
百
周
年
。
そ

の
記
念
事
業
で
演

奏
さ
れ
た
校
歌
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
譜

が
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

関
根
綱
氏
（
高
52
回
）
に
よ
っ
て

復
元
さ
れ
た
。
そ
の
事
情
は
、『
校

歌
斉
唱
！
』
の
著
者
渡
辺
裕
氏
の

寄
稿
と
と
も
に
前
号
に
紹
介
し
た
。

さ
て
、
春
高
の
校
歌
は
「
折
原

僖
一
郎
作
詞
、
音
楽
学
校
作
曲
」

で
、
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
制

定
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
歌
詞
は
「
わ
れ
ら
が
つ
ど
ふ
ま

な
び
や
の
…
」
で
あ
り
、
現
行
の

「
細
き
流
れ
を
…
」
が
記
録
に
見
え

⑬
あの頃の

粕粕粕粕粕粕粕粕粕粕粕粕粕中中中中中中中中中中中中中春春春春春春春春春春春春春高高高高高高高高高高高高高

る
の
は
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

か
ら
で
あ
る
。

本
校
は
１
９
５
３
（
昭
和
28
）

年
の
火
災
に
よ
っ
て
多
く
の
史
料

を
失
っ
た
。『
百
年
史
』
を
見
る
と
、

10
周
年
に
あ
た
る
１
９
０
９
（
明

治
42
）
年
３
月
３
日
の
記
録
は

「
本
校
文
部
省
よ
り
選
奨
さ
れ
そ
の

祝
賀
会
挙
行
」
18
字
の
み
。

本
校
と
同
期
設
立
の
川
越
中
で

は
、
同
年
５
月
28
日
に
10
周
年
記

念
祝
賀
式
が
行
わ
れ
、
校
歌
が
初

め
て
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
作
曲
者

は
音
楽
取
調
掛
２
期
生
で
、
音
楽

取
調
掛
は
東
京
音
楽
学
校
の
前
身
。

東
京
音
楽
学
校
は
後
に
東
京
藝
術

大
学
音
楽
学
部
と
な
っ
た
。

１
９
０
７
年
頃
か
ら
、
東
京
音

楽
学
校
の
教
師
が
各
地
の
学
校
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
校
歌
の
作
曲

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
浦
高
・

熊
高
の
校
歌
の
作
曲
者
も
東
京
音

楽
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
春
高

も
同
様
に
東
京
音
楽
学
校
に
作
曲

を
委
託
し
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
１
９
２
５
年
頃
か

ら
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
現
在
の
歌

詞
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
折
原
僖

一
郎
先
生
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ

た
の
か
。

百
10
周
年
記
念
『
同
窓
会
名
簿
』

の
旧
職
員
の
欄
を
調
べ
る
と
、
明

治
32
年
３
月
か
ら
在
職
し
て
い
た

の
は
折
原
先
生
た
だ
１
人
。
木
寺

校
長
ほ
か
６
人
は
同
年
４
月
か
ら

と
な
っ
て
い
る
。

明
治
32
年
発
行
の
『
埼
玉
縣
職

員
錄
』
に
は
木
寺
校
長
を
は
じ
め

明
治
32
年
４
月
か
ら
在
職
し
た
６

人
と
折
原
先
生
と
の
計
７
人
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
地
元

埼
玉
の
出
身
は
折
原
先
生
だ
け
で

あ
り
、
折
原
先
生
は
亡
く
な
る
１

９
２
０
（
大
正
９
）
年
７
月
ま
で

終
生
粕
中
の
教
師
だ
っ
た
。

校
歌
の
作
詞
者
と
し
て
、
開
校

以
来
一
貫
し
て
粕
中
に
尽
く
し
た

折
原
僖
一
郎
先
生
以
上
の
適
任
者

は
見
あ
た
ら
な
い
。

な
お
、
現
在
歌
わ
れ
な
い
４
番

の
歌
詞
の
一
節
「
功
を
立
て
で
あ

る
べ
し
や
」
の
「
立
て
で
」
を
「
立

て
て
」
と
す
る
引
用
が
散
見
さ
れ

る
。
再
考
を
請
う
。（
伊
藤
文
生
）

一
「
心
の
中
で
言
っ
て
ま
す
よ
。

気
を
使
わ
さ
せ
て
は
い
け
な
い

な
兄
さ
ん
に
は
」（
笑
い
）

楽
「
心
苦
し
い
。
ど
う
す
る
」

一
「
明
朗
、
わ
か
り
や
す
い
、
落

語
を
広
め
る
よ
う
な
窓
口
に
な

る
よ
う
な
楽
生
師
匠
が
大
好

き
」

楽
「
春
日
部
高
校
落
語
研
究
会

で
、
日
大
芸
術
学
部
、
毎
月
会

を
開
く
。
賞
を
総
な
め
。
最
初

は
、
お
お
～
い
川
上
。
最
近
は

川
上
さ
ん
、
す
り
寄
っ
て
い
る

感
じ
で
す
」「
落
語
に
対
し
て

新
し
い
形
の
第
一
人
者
で
あ
る

な
。
各
地
で
評
価
さ
れ
て
い

る
」「
登
場
人
物
が
生
き
て
い

る
。
今
日
も
聞
い
て
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
う
ん
、
な
る

ほ
ど
な
と
。
２
人
会
は
良
か
っ

た
」

（
全
対
談
内
容
は
別
に
後
日
掲
載
）

対
談
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
私
」
も

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
寄
席
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
木
塚
氏
が
、
同
窓

会
事
務
局
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て

一
之
輔
師
匠
と
楽
生
師
匠
に
早
く
か

ら
お
声
が
け
を
行
い
、
実
現
に
至
っ

た
。
当
日
は
、
一
之
輔
師
匠
が
先
に

落
語
「
真
田
小
僧
」
を
行
い
、
そ
の

後
、
楽
生
師
匠
が
落
語
「
う
な
ぎ

の
か
ぎ
賃
と
片
棒
」
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
木
塚
先
生
司
会
の
も
と
、
お
二

人
の
特
別
対
談
と
、
来
場
者
か
ら
の

質
問
を
受
け
て
の
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
。
会
場
に
は
、
京
都
在
中
の
春

高
卒
業
生
も
顔
を
見
せ
て
い
た
。

高
48
回 

同
期
落
語
家
、
春
風
亭
一
之
輔 

師
匠
と 

三
遊
亭
楽
生 

師
匠
に
よ
る
二
人
会

京
都
府
立
医
科
大
学
に
て
開
催

春
高
時
代
は
吹
奏
楽
部
で
打
楽

器
を
担
当
。
上
智
大
学
で
は
軽
音

楽
部
で
ジ
ャ
ズ
の
道
に
、
そ
の
時
の

バ
ン
ド
で
は
プ
ロ
の
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
の
話
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
卒

業
後
は
、
税
理
士
の
道
に
進
み
29

歳
で
国
家
試
験
に
合
格
し
30
歳
で

事
務
所
を
開
業
し
た
。
音
楽
か
ら

は
す
っ
か
り
遠
の
い
た
が
、
再
び
43

歳
で
㈲
ス
タ
ジ
オ
・
プ
ネ
ッ
ト
を
設

立
し
音
楽
活
動
を
再
開
し
現
在
に

至
る
。

（
令
和
７
年
12
月
）

Sugar Hill　お店前

80周年記念誌『やぎさき』より

ドラムの前に立つ長谷部さん

Jazz＆drinksの
「Sugar Hill」

ホール内で楽生師匠（左）と一之輔師匠（右）

対談　左から木塚教授、一之輔師匠、楽生師匠
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物
理
部
３
年
の
山
本 

陽
君
、
２

０
２
５
年
８
月
14
日
か
ら
リ
ト
ア
ニ

ア
・
ビ
ル
シ
ュ
ト
ナ
ス
で
開
催
さ
れ

た
第
22
回
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
世
界
選
手
権
大

会
の
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

春
日
部
高
校
物
理
部
は
、
一
昨
年

の
全
国
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会
で
優
勝

し
、
さ
ら
に
全
日
本
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会

に
お
い
て
Ｍ
19
ク
ラ
ス
の
個
人
戦
で

山
本
君
は
３
位
と
な
り
、
今
回
の
Ｍ

19
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。
Ｍ
19

ク
ラ
ス
の
日
本
チ
ー
ム
は
３
名
で
構

成
さ
れ
、
個
人
戦
も
含
め
５
種
目
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
結
果
は
上
位
入

賞
は
で
き
な
か
っ
た
。
帰
国
後
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
競
技
は
、
い
つ
も
の
力
を

だ
せ
た
。
ス
プ
リ
ン
ト
種
目
は
後
悔

が
残
る
。
全
部
を
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
立
ち
回
り
が
良
く
な
か
っ

た
。
成
績
的
に
振
る
わ
な
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
選
手
が
圧
倒
的
に
強

い
。
特
に
チ
ェ
コ
の
選
手
は
す
ご

い
。
無
線
機
の
違
い
も
あ
る
が
、
基

本
的
な
走
力
が
違
う
」
と
語
っ
た
。

囲
碁
部　

選
手
一
言

小
山
（
３
年
）　
決
勝
は
相
手
が
強

か
っ
た
。
残
念
で
悔
し
い
が
、
頑
張

春
高
囲
碁
部
は
、
こ
れ
ま
で
昭

和
44
年
、
45
年
、
平
成
28
年
、
29

年
に
全
国
制
覇
し
て
お
り
、
今
回

の
チ
ー
ム
に
は
、
５
回
目
の
全
国
制

覇
の
期
待
が
か
か
っ
た
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
主
将

　
横

山
蒼
大
君
（
２
年
）、
副
将 

橋
本 

航
太
君
（
１
年
）、
三
将 

小
山 

稜

太 

君
（
３
年
）。
予
選
を
全
勝
で
突

破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
選
手
た
ち
は
「
振
り
返
る
と
、

県
予
選
会
で
は
、
浦
和
高
戦
は
ぎ

り
ぎ
り
で
勝
利
し
て
こ
こ
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
余
裕
が

あ
っ
た
」
と
語
る
。
準
々
決
勝
で
は

麻
布
高
に
３–

０
で
勝
利
。
準
決
勝

の
相
手
は
仙
台
二
高
。
昨
年
ま
で
三

連
覇
を
し
て
お
り
大
き
な
山
場
で
は

あ
っ
た
。
主
将
戦
で
は
相
手
は
一
年
、

春
高
は
二
年
。
結
果
は
春
高
が
落

と
し
た
。
し
か
し
副
将
そ
し
て
三
将

が
勝
っ
て
２–

１
で
勝
利
。
決
勝
相

手
は
駒
場
東
邦
高
で
、
春
の
選
抜

大
会
優
勝
校
。
決
戦
前
は
三
人
と

も
そ
れ
ぞ
れ
拮
抗
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
先
に
副
将
、
三
将

が
敗
れ
、
主
将
戦
で
は
激
戦
の
末
、

春
高
が
勝
利
し
た
が
準
優
勝
と
な
っ

た
。

大
で
は
一
橋
大
学
合
格
数
は
多
く
な
っ
た
。
文

系
に
力
の
あ
る
生
徒
が
今
年
は
多
い
代
で
あ
っ

た
。
近
年
の
中
で
は
東
北
大
学
の
合
格
数
が

も
う
一
つ
で
あ
っ
た
。
私
立
合
格
数
で
は
上
位

大
学
が
定
員
を
減
ら
し
て
い
る
影
響
が
で
て

い
る
。
現
役
進
学
率
は
66
％
で
例
年
に
比
べ

て
は
低
い
。
浪
人
し
て
さ
ら
に
上
を
目
指
す
生

徒
が
多
く
見
ら
れ
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

令
和
７
年
度
大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て
、

進
路
指
導
部
で
の
３
／
28
ま
で
の
集
計
結
果

に
な
り
ま
す
。
進
路
指
導
部
か
ら
話
を
う
か

が
っ
た
と
こ
ろ
「
現
役
生
は
、
全
般
に
最
後
の

後
期
試
験
ま
で
よ
く
粘
っ
た
、
そ
の
結
果
、
国

公
立
大
学
合
格
数
は
多
く
な
っ
た
。
最
難
関

▼
転
退
職
の
教
職
員
（
敬
称
略
）

《
全
日
制
》
学
校
名
は
異
動
先

千
代
卓
行
（
国
語
）
越
谷
北
高

小
泉
篤
史
（
化
学
）
熊
谷
農
高

高
野
将
弘
（
情
報
）
県
教
委

新
井
直
明
（
公
民
）
上
尾
南
高

福
住
譲
（
数
学
）
与
野
高

酒
巻
愛（
物
理
）長
研（
国
立
科
博
）

井
上
武
男
（
事
務
部
長
）
伊
奈
学
園

（
担
当
部
長
）

吉
田
政
博
（
事
務
主
任
）
上
尾
南
高

鎌
田
一
希
（
事
務
主
事
）

越
谷
特
別
支
援
（
事
務
主
任
）

《
定
時
制
》
学
校
名
は
異
動
先

福
島
巌
（
地
歴
公
民
）
庄
和
高

田
中
光
次
郎
（
保
体
）
退
職

藤
森
建
太
郎（
理
科
）市
立
川
口
高

長
谷
川
功
（
英
語
）
任
期
満
了

紺
野
恵
美
子
（
英
語
）
任
期
満
了

酒
巻
貴
美
（
家
庭
）
任
期
満
了

高
野
由
美
子（
養
護
）久
喜
高（
定
）

角
真
幸
（
事
務
）
上
尾
高
（
定
）

▼
転
入
の
教
職
員
（
敬
称
略
）

《
全
日
制
》
学
校
名
等
は
異
動
元

秋
葉
陽
香
（
国
語
）
宮
代
高

齋
藤
滉
平
（
化
学
）
久
喜
工
高

権
藤
正
則
（
情
報
）
八
潮
高

田
所
未
羽
（
公
民
）
新
採
用

苅
部
朝
臣
（
数
学
）
羽
生
高

才
鴈
順
平
（
地
学
）
新
採
用

番
匠
圭
子
（
事
務
部
長
）
久
喜
高

島
林
佳
美
（
事
務
主
任
）
庄
和
高

橋
本
玲
子（
事
務
主
事
）越
谷
特
支

《
定
時
制
》
学
校
名
は
異
動
元

熊
谷
大
希
（
国
語
）
新
採
用

佐
々
木
努（
地
歴
公
民
）草
加
南
高

浦
公
佑
（
理
科
）
県
教
委

牧
田
実
（
保
体
）
春
女
高

桒
山
秀
家
（
地
歴
公
民
）

山
崎
雄
一
郎
（
数
学
）

松
添
寛
之
（
英
語
）
草
加
東
高

森
智
宏（
英
語
）都
立
総
合
芸
術
高

藤
倉
健
一
（
家
庭
）
宮
代
高

宇
賀
正
子
（
養
護
）

小
川
幸
司
（
事
務
担
当
部
長
）

久
喜
工
高

藤
後
千
恵
（
給
食
調
理
）

久
喜
高
（
定
）

令
和
７
年
度
大
学
入
試
結
果

囲
碁
部
全
国
で
準
優
勝

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
４
日
㈪
～
６
日
㈬
東
京
本
院

で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
、
団
体
戦
で
準
優
勝
。

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
方
向
探
知
） 

世
界
選
手
権
大
会
日
本
代
表
と
し
て
出
場

令
和
８
年
度
、
全
日
制
・
定
時
制
、
教
職
員
人
事
異
動

合 格 数� 　（　）内は現役

国公立大
北 海 道 7 （5）
東 北 12 （9）
東 京 2 （1）
一 橋 8 （5）
東 京 科 学 1 （1）
名 古 屋 1
京 都 2 （1）
大 阪 4 （2）
神 戸 1 （1）
九 州 3 （2）
茨 城 1 （1）
筑 波 12 （7）
宇 都 宮 9 （9）
群 馬 2 （2）
埼 玉 26 （16）
千 葉 17 （14）
東 京 海 洋 1
電 気 通 信 4 （2）
東 京 外 語 5 （5）
東 京 学 芸 1 （1）
東 京 農 工 6 （4）
横 浜 国 立 2 （1）
旭 川 医 科 大 1
防 衛 医 科 大 1
富 山 3 （1）
金 沢 2 （1）
信 州 4 （3）
浜 松 医 科 大 1
静 岡 2 （2）
京 都 工 繊 1 （1）
広 島 1
東 京 都 立 3 （2）
そ の 他 15
合 計 161（110）

私立大
早 稲 田 44 （28）
慶 應 義 塾 31 （19）
上 智 29 （16）
東 京 理 科 61 （40）
明 治 大 107 （75）
青 山 学 院 27 （20）
立 教 44 （21）
中 央 79 （52）
法 政 75 （45）
学 習 院 41 （33）
芝 浦 工 67 （39）
そ の 他 536（219）
合 計 1141（607）

活躍する
春高生

り
切
っ
た
。
最
後
に
２
年
に
な
っ
て

か
ら
初
め
て
負
け
た
。
こ
れ
で
自
分

は
一
区
切
り
と
な
る
。
今
後
は
受
験

に
向
け
て
集
中
す
る
。
大
学
で
も
続

け
て
い
く
つ
も
り
。

横
山
（
２
年
）
優
勝
す
る
気
で
の
ぞ

ん
だ
。
準
優
勝
は
良
く
や
っ
た
と
い

う
よ
り
は
、
悔
し
い
思
い
が
強
い
。

終
了
後
の
講
評
で
は
決
勝
は
春
高

が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
た
。

決
勝
の
相
手
は
や
っ
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
対
戦
中

の
Ａ
Ｉ
評
価
は
均
衡
状
態
だ
っ
た
。

終
盤
に
逆
転
で
き
た
。
来
年
に
向
け

て
部
員
は
１
・
２
年
で
三
名
な
の
で
、

チ
ー
ム
と
し
て
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
だ

が
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
。
来
年
も

全
国
に
出
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

橋
本
（
１
年
）
最
後
以
外
は
こ
れ
ま

で
負
け
て
い
な
か
っ
た
。
決
勝
は
中

学
時
代
に
や
っ
た
相
手
で
そ
の
時
は

完
敗
だ
っ
た
。
序
盤
は
優
勢
だ
っ
た

が
最
後
に
逆
転
さ
れ
た
。
最
初
に
時

間
を
使
い
す
ぎ
た
。

大
江
秀
弥
君
（
３
年
） 

全
国
男
子
駅
伝
に
２
年

連
続
出
場

１区７キロ区間を疾走する大江選手

令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
、
広
島

で
第
31
回
全
国
男
子
駅
伝
が
行
わ
れ
、

３
年
の
大
江
秀
弥
君
（
78
回
生
）
が

２
年
連
続
で
埼
玉
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
。
各
県
高
校
の
エ
ー
ス
が
揃

う
ス
タ
ー
ト
１
区
を
任
せ
ら
れ
た
。

当
日
は
超
高
校
級
選
手
が
レ
ー
ス
を

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
引
っ
張
る
中
、
上
位

に
く
ら
い
つ
き
力
走
し
た
。

日
本
選
手
権
出
場

水
泳
部
２
年
の
石
橋
悠
君
は
２

月
に
行
わ
れ
た
コ
ナ
ミ
オ
ー
プ
ン

競
泳
大
会
の
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
に

お
い
て
日
本
選
手
権
出
場
の
標
準

記
録24.78

を
上
回
る
記
録
を
自

己
ベ
ス
ト
更
新
し
、
３
／
19
か
ら

東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
日
本
選
手
権
に
出
場

し
た
。

石
橋
君
は
春
高
プ
ー
ル
で
泳
げ

る
期
間
は
学
校
で
練
習
し
、
冬
季

期
間
は
所
属
す
る
春
日
部
中
央
ス

イ
ミ
ン
グ
で
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
き
て
急
速
に
力
を
つ
け
記

録
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。〈
結
果
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
〉校内壮行会で挨拶する石橋選手

大
河
滔
々
奨
学
基
金
の

支
援
助
成
を
受
け
短
期

海
外
留
学

多
く
の
同
窓
生
か
ら
の
寄
付
に

よ
る
「
大
河
滔
々
奨
学
基
金
」、

そ
の
活
用
の
一
つ
に
能
力
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
助
成
が
あ
る
。
そ

の
助
成
に
よ
り
海
外
短
期
留
学
し

た
生
徒
を
紹
介
。

一
年
生
の
上
林
佑
理
也 

君
は
、

冬
休
み
に
ア
メ
リ
カ
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
へ
短
期
留
学
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
現
地
学
生
と
の
交
流
や
様
々
な

体
験
を
行
い
、
語
学
研
修
に
努
め

た
。
帰
国
後
、
同
窓
会
室
を
訪
れ

「
助
成
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
将
来
に
向

け
、
今
回
の
経
験
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
感
謝
の
弁
が
あ
っ
た
。

校内表彰式で、囲碁団体メンバー
左から橋本君、横山君、小山君

左　大会会場での山本君

ホームスティご夫婦と
（右２人目 上林君）
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《
陸
上
競
技
部
》
▼
Ｕ
18
日
本
選

手
権
３
百
ｍ
▽
渡
邉
幸
輝
出
場
▼

Ｕ
20
選
抜
競
歩
▽
前
川
洋
輔
、
杉

本
真
吾
、
吉
岡
新
流
出
場
▼
Ｕ
20

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
日
本
選
手
権

▽
大
江
秀
弥
出
場
▼
天
皇
杯
第
30

回
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
▽
大
江
秀

弥
１
区
出
場
、
総
合
⑥
▼
全
国
高

校
総
体
▽
渡
邉
幸
輝
４
百
出
場
▽

大
江
秀
弥
５
千
出
場
▽
髙
原
侑
史

５
千
ｗ
出
場
▼
関
東
学
校
総
体
▽

渡
邉
幸
輝
４
百
ｍ
③
▽
大
江
秀
弥

５
千
ｍ
③
▽
澁
谷
羽
琉
３
千
Ｓ
Ｃ

出
場
▽
髙
原
侑
史
５
千
ｗ
④
▽
諸

橋
亮
良
円
盤
投
出
場
▼
関
東
新
人

大
会
▽
竹
村
欧
介
３
千
Ｓ
Ｃ
出
場

▽
吉
岡
新
流
５
千
ｗ
③
▼
関
東
駅

伝
▽
大
江
、
竹
村
、
吉
岡
、
澁
谷
、

後
藤
、
中
安
、
高
野
（
２
年
ぶ
り

５
回
目
）
㉒
▼
県
学
校
総
体
（
総

合
⑧
）
▽
渡
邉
幸
輝
４
百
①
、
２

百
⑧
▽
大
江
秀
弥
５
千
⑥
▽
澁
谷

羽
琉
３
千
Ｓ
Ｃ
④
▽
髙
原
侑
史
５

千
ｗ
⑤
▽
吉
岡
新
流
５
千
ｗ
⑥
▽

玉
利
晃
成
八
種
競
技
⑧
▽
諸
橋
亮

良
円
盤
投
④
▼
県
選
抜
新
人
大
会

▽
竹
村
欧
介
３
千
Ｓ
Ｃ
⑤
▽
中
安

快
飛
３
千
Ｓ
Ｃ
⑧
▽
吉
岡
新
流
５

千
ｗ
①
▽
前
川
洋
輔
５
千
ｗ
④
▽

真
木
翔
太
三
段
跳
⑤
▽
池
川
羚
太

や
り
投
げ
⑧
▼
国
ス
ポ
県
予
選
▽

山
下
幸
成
Ｂ
砲
丸
⑤
▼
高
校
駅
伝

県
予
選
会
▽
大
江
、
後
藤
、
吉
岡
、

澁
谷
、
竹
村
、
中
安
、
星
野
④

《
卓
球
部
》
▼
関
東
大
会
県
予
選

団
体
ベ
ス
ト
８
、
ダ
ブ
ル
ス
▽

東
・
岡
崎
組
ベ
ス
ト
16
▼
全
国
総

体
県
予
選
団
体
ベ
ス
ト
８
▼
関
東

選
抜
新
人
県
予
選
団
体
⑤
・
関
東

新
人
大
会
出
場
▼
県
新
人
卓
球
大

会
団
体
ベ
ス
ト
16
、
ダ
ブ
ル
ス
▽

東
・
岡
崎
組
、
野
倉
・
松
本
組 

ベ
ス
ト
16

《
剣
道
部
》
▼
全
国
総
体
県
予
選

個
人
▽
鵜
飼
ベ
ス
ト
８
▼
東
部
地

区
新
人
大
会
団
体
②
▼
全
国
選
抜

県
予
選
会
団
体
ベ
ス
ト
16

弓
道
部 

県
新
人
戦
団
体
優
勝

《
弓
道
部
》
▼
関
東
個
人
選
抜
大

会
県
予
選
会
個
人
▽
篠
崎
亮
斗
⑩

関
東
大
会
出
場
▼
新
人
戦
団
体
戦

▽
金
丸
、
山
田
、
廣
瀬
①
東
日
本

大
会
出
場
、
個
人
▽
廣
瀬
集
平
②弓道部、東日本大会出場団体メンバー

《
水
泳
部
》
▼
県
新
人
大
会
▽
石

橋
悠
百
バ
タ
②
▼
日
本
選
手
権
▽

石
橋
悠
50
バ
タ
出
場

《
ラ
グ
ビ
ー
部
》
▼
関
東
大
会
県

予
選
ベ
ス
ト
16
▼
国
体
地
区
予
選

③
▼
国
体
県
予
選
ベ
ス
ト
16
▼
全

国
大
会
県
予
選
ベ
ス
ト
16
▼
地
区

新
人
大
会
②
▼
県
新
人
大
会
ベ
ス

ト
16

《
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
》
▼
関
東
大

会
県
予
選
ベ
ス
ト
16
▼
全
国
総
体

県
予
選
ベ
ス
ト
16
▼
新
人
大
会
地

区
予
選
④
、
優
秀
選
手
賞
▽
入
江

丈
仁
▼
県
新
人
大
会
ベ
ス
ト
32

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
県
新
人
戦 

団
体
ベ
ス
ト
４ 

46
年
ぶ
り

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
》
▼
関
東
大

会
県
予
選
団
体
ベ
ス
ト
16
▼
全
国

総
体
県
予
選
ダ
ブ
ル
ス
▽
安
藤
・

根
本
組
、
葭
葉
・
忍
田
組
、
岡

田
・
城
組
ベ
ス
ト
64
、
シ
ン
グ
ル

ス
▽
岡
田
奏
亮
ベ
ス
ト
32
、
栗
原

大
喜
出
場
▼
県
新
人
大
会
団
体
ベ

ス
ト
４
、
ダ
ブ
ル
ス
▽
根
本
・
金

子
組
ベ
ス
ト
32
、
安
藤
・
忍
田
組

ベ
ス
ト
64
、
シ
ン
グ
ル
ス
▽
安
藤

光
希
ベ
ス
ト
32
、
根
本
翔
太
、
忍

田
凛
太
朗
ベ
ス
ト
64

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
》
▼
関
東
予

選
地
区
③
▼
関
東
大
会
県
予
選
ベ

ス
ト
32
▼
全
国
総
体
県
予
選
ベ
ス

ト
32
▼
選
手
権
地
区
予
選
⑤
▼
選

手
権
県
予
選
ベ
ス
ト
32

柔
道
部 

18
年
ぶ
り
に
関
東
大
会 

天
池
選
手
81
㎏
級
で
出
場

《
柔
道
部
》
▼
全
国
総
体
県
予
選

個
人
戦
14
名
出
場
、
団
体
戦
出
場

▼
県
新
人
大
会
個
人
戦
81
㎏
天
池

輝
翔
ベ
ス
ト
４
・
関
東
選
抜
大
会

出
場
、
73
㎏
小
島
頼
宗
ベ
ス
ト

８
、
60
㎏
廣
野
悠
生
ベ
ス
ト
８

（
８
名
出
場
）、
団
体
戦
ベ
ス
ト
８柔道部、関東選抜大会出場 天池選手（左）

《
サ
ッ
カ
ー
部
》
▼
関
東
大
会
県

予
選 

ベ
ス
ト
30
▼
高
校
総
体
県

予
選
出
場
▼
高
校
選
手
権
県
予
選

出
場
▼
高
円
宮
杯
東
部
支
部
１
部

③
▼
新
人
大
会
地
区
②
▼
新
人
大

会
ベ
ス
ト
16

《
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
》
▼
関
東
大

会
県
予
選
個
人
ベ
ス
ト
32
、
団
体

２
回
戦
▼
全
国
総
体
県
予
選
個
人

ベ
ス
ト
64
▼
県
選
手
権
個
人
ベ
ス

ト
64
▼
新
人
県
大
会
個
人
ベ
ス
ト

16
、
団
体
ベ
ス
ト
32
▼
県
高
校
シ

ン
グ
ル
ス
大
会
ベ
ス
ト
32

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
》
▼
全

国
総
体
県
予
選
⑦
▼
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
県
予
選
⑦
▼
３
×
３
Ｕ
18

県
予
選
①
・
東
日
本
大
会
出
場３×３東日本大会出場チーム

左から上田選手、宮田選手、渡辺選手

《
体
操
部
》
▼
関
東
高
校
県
予
選

団
体
総
合
⑦
▼
全
国
総
体
県
予
選

団
体
総
合
⑦
▼
県
新
人
大
会
団
体

総
合
⑥

《
テ
ニ
ス
部
》
▼
学
校
総
体
県
予

選 

シ
ン
グ
ル
ス
▽
鈴
木
奏
音
、

平
川
大
智
、
佐
久
間
航
平
出
場
、

ダ
ブ
ル
ス
▽
鈴
木
・
平
川
組
ベ
ス

ト
32
、
佐
藤
・
佐
久
間
組
出
場
、

団
体 

春
日
部
３–

０
松
山 

春
日

部
２–

１
星
野 

春
日
部
１–

２
秀

明
栄
光 
ベ
ス
ト
16
▼
新
人
大
会

県
予
選 
シ
ン
グ
ル
ス
▽
佐
久
間

航
平
、
松
崎
鳳
哉
出
場
、
ダ
ブ
ル

ス
▽
佐
久
間
・
松
崎
組
ベ
ス
ト

32
、
団
体 

春
日
部
４–
１
栄
北 

春
日
部
３–

２
岩
槻 

春
日
部
１–

３
浦
和 

ベ
ス
ト
16

《
硬
式
野
球
部
》
▼
春
季
地
区
代

表
決
定
戦 

春
日
部
４–

１
八
潮
南

（
県
大
会
出
場
）
▼
春
季
県
大
会

二
回
戦 

春
日
部
１–

６
西
武
台
▼

高
校
選
手
権
県
大
会
二
回
戦 

春

日
部
12–

２
大
宮
工
、
三
回
戦 

春

日
部
６–

７
市
立
浦
和
▼
夏
季
地

区
新
人
大
会
一
回
戦 

春
日
部
７–

０
草
加
東
、
二
回
戦 

春
日
部
０–

７
昌
平
▼
秋
季
地
区
一
回
戦 

春

日
部
18–

０
杉
戸
、
代
表
決
定
戦

春
日
部
３–

２
越
谷
南
（
県
大
会

出
場
）
▼
秋
季
県
大
会
二
回
戦 

春
日
部
０–

８
昌
平

《
応
援
指
導
部
》
▼
野
球
応
援
、

ラ
グ
ビ
ー
応
援
、
サ
ッ
カ
ー
応

援
、
駅
伝
応
援
▼
第
51
回
「
日
輪

の
下
に
」（
熊
谷
高
校
で
）
▼
第

65
回
「
臙
脂
の
集
い
」
▼
春
日
部

大
凧
マ
ラ
ソ
ン
、「
ア
オ
ハ
ル
祭
」

春
日
部
市
市
制
施
行
20
周
年

《
書
道
部
》
▼
県
総
文
祭
▽
平
塚

蒼
汰 

最
優
秀
賞 

２
０
２
６
全
国

総
文
祭
秋
田
大
会
出
品
決
定

《
生
物
部
》
▼
Ｆ
Ｗ
・
参
加
講
座

等
（
春
）
葛
西
臨
海
水
族
園
見

学
、（
夏
）
黒
目
川
生
物
調
査
、

伊
豆
大
島
合
宿
、（
秋
）
日
本
魚

類
学
会
年
会 

高
校
生
ポ
ス
タ
ー

発
表
参
加
、（
冬
）
東
京
都
生
物

研
究
会
主
催
生
物
部
交
流
会
参

加
、
第
73
回
日
本
生
態
学
会
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
ポ
ス
タ
ー
参
加

《
化
学
部
》
▼
研
究
▽
宮
口
晴

琉
、
中
田
温
、
直
井
翔
真
「
モ
リ

ブ
デ
ン
ブ
ル
ー
法
に
お
け
る
青
変

速
度
を
用
い
た
リ
ン
酸
イ
オ
ン
濃

度
定
量
法
の
開
発
」
Ｒ
７
Ｓ
Ｓ
Ｈ

全
国
生
徒
研
究
発
表
会
参
加
、
高

校
化
学
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
ポ

ス
タ
ー
出
展
、
探
求
活
動
生
徒
発

表
会
口
頭
発
表
参
加
、
理
科
教
育

研
究
発
表
会
ポ
ス
タ
ー
出
展
▼
二

校
合
同
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
開
催

《
天
象
部
》
▼
Ｆ
Ｗ 

５
月
城
ヶ

島
Ｆ
Ｗ
、
８
月
乗
鞍
岳
合
同
天
体

観
測
（
夏
合
宿
）、
３
月
伊
豆
大

島
合
宿
▼
研
究
▽
小
檜
山
蒼
生
、

小
堀
秋
「H

scM
ap

を
用
い
た
銀

河
の
分
布
の
考
察
」
▽
古
寺
蒼

翔
、
工
藤
恵
太
、
他
２
名
「
都
市

部
と
郊
外
に
お
け
る
光
害
の
影
響

の
比
較
」
▽
東
暖
太
「W

 U
m

a

の
光
度
変
化
に
つ
い
て
研
究
し
て

み
た
！
」
県
教
育
振
興
展
地
区
展

出
展

《
物
理
部
》
▼2

2
n
d
 IA

R
U

 
W

orld A
R

D
F C

ham
pionship 

in Lithuania

▽
山
本
陽 

出
場
▼

全
国
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会 

ス
プ

リ
ン
ト
団
体
①
、
個
人
▽
鹿
瀬
悠

斗
①
、
石
附
茂
樹
③
、
齋
藤
慶
介

④
、
山
本
陽
⑥
、
吉
田
真
太
朗

⑧
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
団
体
④
、
個
人

▽
齋
藤
慶
介
②
▼
全
日
本
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｆ
大
会
ク
ラ
シ
ッ
ク 

3.5M
H

z

帯

高
校
対
抗
①
、
個
人
▽
齋
藤
慶
介

①
、
八
木
奏
多
②
、
安
達
陽
史

④
、144M

H
z

帯
▽
西
山
正
太
朗

④
▼
４
校
対
抗
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
春
高
祭
▽
高
山
耕
太
朗
、
大

井
悠
示
①
、
浦
高
祭
▽
齋
藤
慶

介
、
八
木
奏
多
①
▼
県
無
線
Ｃ
Ｗ

競
技
大
会
個
人
▽
安
達
陽
史
①
、

石
附
茂
樹
②
、
齋
藤
慶
介
④
、
西

山
優
⑥
、
団
体
Ａ
②
、
Ｂ
③

《
演
劇
部
》
▼
県
高
校
総
文
祭
・

演
劇
祭
中
央
発
表
会
「For you, 

For m
e

」（
生
徒
創
作
）▼
地
区
秋

季
発
表
会 

創
作
脚
本
奨
励
賞 

中

央
発
表
会
へ
推
薦
▼
地
区
春
季
発

表
会
「O

nly boys

」（
生
徒
創
作
）

《
将
棋
部
》
▼
県
高
校
将
棋
王
位

大
会
個
人
Ａ
級
▽
山
本
満
喜
ベ
ス

ト
８

囲
碁
部
Ｒ
７
年
度
全
国
高
校
選
抜

大
会
は
４
位（
Ｒ
８
、
３
／
20
）

《
囲
碁
部
》
▼
第
49
回
全
国
高
校

囲
碁
選
手
権
団
体
②
、
個
人
戦
▽

横
山
蒼
大
ベ
ス
ト
16
▼
第
49
回
全

国
高
校
囲
碁
選
手
権
県
大
会
団
体

①
、
個
人
▽
横
山
蒼
汰
③
▼
全
国

総
文
祭
県
代
表
選
考
会
▽
橋
本
航

太
③
▼
第
41
回
関
東
高
校
囲
碁
選

手
権
団
体
②
▼
全
国
高
校
囲
碁
選

抜
大
会
団
体
④
▼
第
41
回
関
東
高

校
囲
碁
県
大
会
団
体
②
、
個
人
▽

橋
本
航
太
③
、
九
路
盤
▽
北
崎
友

彬
③

《
写
真
部
》
▼
全
国
高
校
総
文
祭

県
写
真
展
▽
池
津
聡
志 

奨
励
賞
、

▼
県
高
校
写
真
連
盟
写
真
展
▽
大

和
田
直
樹 

奨
励
賞

《
新
聞
部
》
▼
県
学
校
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
優
良
賞
お
よ
び
部
説
賞

《
茶
道
部
》
新
入
生
歓
迎
稽
古
、

文
化
祭
お
点
前
披
露
、
卒
業
を
祝

う
茶
会

《
吹
奏
楽
部
》
▼
さ
い
た
ま
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
タ
県
大
会 

金

管
８
重
奏 

金
賞 

奨
励
賞
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
５
重
奏 

銀
賞
▼
Ｊ
Ｂ

Ａ
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
県

大
会 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト 

銅
賞
▼
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
大
会
高

校
Ａ 

銅
賞
▼
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
地
区
大
会 

打
楽
器

４
重
奏 

銀
賞
、
木
管
７
重
奏 

銀

賞
▼
他
、
定
期
演
奏
会
、
高
校
音

楽
祭
等
に
参
加

《
音
楽
部
》
▼
県
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
高
校
の
部 

優
良
賞
・
奨
励
賞

▼
県
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
高
校
の
部 

優
良
賞

▼
他
、
定
期
演
奏
会
、
県
内
男
子

校
６
校
演
奏
会
等
に
参
加
、
テ
レ

玉
Ｃ
Ｍ
お
よ
び
情
報
番
組
「
マ
チ

コ
ミ
」
出
演

《
文
学
部
》
▼
関
東
高
校
文
芸
大

会
▽
坂
東
優
弥
出
場
▼
県
高
校
生

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

《
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
》
▼
文
化
祭
東
北
大

震
災
支
援
募
金
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
募
金
▼
八
木
崎
保
育
所
夏
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
校
内
献
血

《
美
術
部
》
▼
春
高
祭
で
作
品
展

示
▼
県
高
校
美
術
展
出
品
▼
修
学

旅
行
の
し
お
り
表
紙
イ
ラ
ス
ト
制
作

物
理
部 

世
界
大
会
、
陸
上
部
・
囲
碁
部
・
水
泳
部
・
書
道
部
・

化
学
部 

全
国
大
会
、
バ
ス
ケ
部
・
弓
道
部 

東
日
本
大
会
、 

卓
球
部
・
柔
道
部
・
文
学
部 

関
東
大
会
に
出
場

R7年度
部活動結果
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そ
ん
な
中
で
も
中
国
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
対
し
日
本
に
合
う
よ
う
に
ア

ダ
プ
ト
し
、
皆
が
動
き
や
す
い
よ
う

に
整
え
る
窓
口
に
も
な
っ
て
い
る
。

◆
こ
の
業
界
に
入
っ
た
理
由

く
だ
ら
な
い
話
で
す
が
、
高
校
時

代
か
ら
体
が
で
か
く
、
身
に
付
け
る

も
の
は
大
き
く
、
靴
は
当
時
で28.5

で
普
通
の
靴
屋
さ
ん
に
は
な
か
っ
た
。

あ
る
意
味
で
苦
労
し
て
い
た
ん
で
す
。

あ
る
時
、
新
聞
を
見
て
た
ら
大
相
撲

ハ
ワ
イ
巡
業
で
お
相
撲
さ
ん
が
ス
ー

パ
ー
で
大
き
い
パ
ン
ツ
を
買
っ
て
い

る
の
を
写
真
で
見
て
、
こ
れ
だ
と

思
っ
た
。
お
相
撲
さ
ん
の
も
の
を

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
ん
だ
と

知
っ
た
。
こ
れ
な
ら
日
本
に
い
る
よ

り
海
外
に
出
て
働
き
た
い
な
と
意
識

し
だ
し
た
。
就
職
は
輸
出
型
の
企
業

に
と
思
っ
て
い
た
。
当
時
、
自
動
車

産
業
が
２
台
に
１
台
は
輸
出
す
る
産

業
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
、
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
２
人
に
１
人
は
海
外
部
門
か

な
と
短
絡
的
に
思
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
、
最
終
的
に
三
菱
自
動
車
に
い
っ

た
。
７
年
目
に
初
め
て
海
外
勤
務
を

さ
せ
て
も
ら
い
北
米
事
業
に
い
っ
て

そ
れ
か
ら
20
年
近
く
ア
メ
リ
カ
の
事

業
を
行
っ
た
。

◆
心
が
け
て
い
る
こ
と

基
本
的
に
は
、
相
手
を
リ
ス
ペ
ク

ト
す
る
。
社
長
と
い
う
立
場
で
す
と

気
を
使
わ
れ
た
り
引
い
て
構
え
た
り

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
必
ず

相
手
に
さ
ん
づ
け
す
る
。
そ
し
て
話

日本テレビ「news every.」で「応援に青春ささげた高校
生たち！埼玉県立春日部高校の応援指導部に密着！」が昨
年夏に放映され、多くの同窓生ばかりでなく、一般の方々
も関心を寄せ反響を呼んだ。日本テレビ報道局でnews 
every.のデスクをしている町田巨樹氏（高57回）が企画
を提案し、放送に至った。

◆
会
社
に
つ
い
て
、
社
長
と
し
て

４
年
前
に
、
こ
の
会
社
に
入
っ
た
。

そ
の
時
はBY

D Japan

でA
uto

と

い
う
名
前
は
な
く
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
販

売
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
輸
入
販
売

を
行
っ
て
い
た
会
社
に
、
乗
用
車
部

門
が
設
立
さ
れ
責
任
者
と
し
て
採
用

さ
れ
２
０
２
２
年
か
ら
社
長
に
な
っ

た
。
私
が
入
っ
た
２
０
２
１
年
は
、

販
売
台
数
が
72
万
台
だ
っ
た
。
そ
れ

が
去
年
は
４
２
７
万
台
に
な
り
、
自

動
車
事
業
と
し
て
は
、
信
じ
ら
れ
な

い
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
て
い

る
会
社
で
す
。
今
の
中
国
は
、
競
争

が
も
の
す
ご
く
激
し
い
。
自
分
た
ち

が
や
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
や
っ
て
い
る

と
負
け
て
し
ま
っ
て
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
激
烈
な
競
争

環
境
の
中
に
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
ス

ピ
ー
ド
感
で
リ
ク
エ
ス
ト
が
来
る
。

同
窓
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

▼
令
和
８
年
春
季
大
会

　
４
月
16

日
㈭
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
川
間
コ
ー

ス
に
て
開
催

　
　
92
名
参
加

結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

令
和
８
年
秋
季
大
会
は
10
／
８

同
窓
囲
碁
ク
ラ
ブ
大
会
結
果

▼
令
和
７
年
秋
季
大
会

　
11
月
３
日
㈪
春
日

部
高
校
内
に
て

　
26
名
参
加

　
優
秀
賞 

石
川

勝
氏
（
高
15
）
戸
井
田
哲
氏
（
高
17
） 

岸
本

善
一
氏
（
高
23
） 

奥
村
裕
一
氏
（
高
27
） 

小

山
欣
一
氏
（
高
30
）
中
島
光
貴
氏
（
高
70
）

指
導
講
師

　
金
秀
俊 

九
段
と
女
流
棋
士
の
兆 

乾 

三
段

令
和
８
年
春
季
大
会
は
５
／
24

B
Y

D
 A

uto Japan

㈱

社
長 

東
福
寺 

厚
樹 

氏
（
高
28
回
）

OB訪問
自
動
車
業
界
の
激
し
い
競
争
の
中
、

手
腕
を
振
る
う

横浜市生まれ、大宮東中から春高。1981年早稲田大学商学部卒業、三菱自動車工
業㈱入社、イリノイ大学企業留学、1996年Mitsubishi Mortar Manufacturing of 
America 駐在、2005年三菱オートクレジットリース㈱社長、2007年Mitsubishi 
Motors Australia 駐在、2009年三菱自動車工業㈱中東アフリカ部。2011年53
歳でVolkswagen Group Japan㈱、2016年Volkswagen Japan Sales㈱社長。
2020年MSX International BMW。2021年BYD Japan㈱で乗用車事業本部長、
2022年BYD Auto Japan㈱代表取締役社長。趣味はロードバイク。

を
聞
い
た
上
で
私
の
意
見
を
伝
え
る
。

今
は
ど
う
い
う
状
況
で
話
を
し
て
い

る
の
か
を
で
き
る
限
り
正
確
に
図
り

な
が
ら
、
ま
ず
は
そ
の
人
の
話
を
是

（
ぜ
）
と
し
て
、
そ
の
上
で
方
向
感

が
あ
っ
て
い
る
の
か
全
体
と
し
て
は

ど
う
な
の
か
を
私
か
ら
助
言
し
直
し

て
い
く
。
話
を
す
る
人
の
考
え
や
状

況
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

◆
高
校
時
代
の
思
い
出

春
高
祭
の
時
に
プ
ロ
レ
ス
を
や

り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー

が
バ
ン
ザ
イ
同
盟
の
や
つ
ら
で

す
。
い
う
な
れ
ば
悪
ガ
キ
仲
間
で

す
ね
。
受
け
ま
し
た
ね
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ

春
高
応
援
指
導
部
が
取
り
上
げ

ら
れ
い
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

良
き
伝
統
を
つ
な
い
で
バ
ト
ン
を

わ
た
し
て
い
る
。
伝
統
校
の
強
み

で
大
き
な
魅
力
と
思
い
ま
す
。
３

年
間
と
は
い
え
、
志
を
も
っ
て
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ
、
後
か
ら

振
り
返
る
と
得
難
い
３
年
間
、
十

分
に
楽
し
ん
で
悔
い
の
な
い
３
年

間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

叙
勲
者
紹
介

▼
令
和
７
年
秋
の
叙
勲

・
関
根
勝
氏
（
高
16
回
）

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

　
越
谷
市

在
住

・
関
根
光
二
氏
（
高
23
回
）

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
蓮
田
市
副
市
長

　
草
加
市
在
住

▼
令
和
８
年
春
の
叙
勲

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

恩
師
訃
報

▽
藤
倉
濟
先
生
（
理
科

　
昭
38
年

～
昭
54
年
）
令
和
７
年
12
月
ご
逝

去
（
高
６
回
）

▽
島
村
満
彦
先
生
（
英
語 

昭
39

年
～
昭
56
年
）
令
和
７
年
４
月
ご

逝
去
（
高
１
回
）

▽
中
村
三
恵
博
先
生
（
理
科
実
教

昭
53
年
～
昭
55
年
）
令
和
７
年
２

月
ご
逝
去

▽
国
谷
明
正
先
生
（
数
学 

昭
52

年
～
平
１
年
）
ご
逝
去

音
楽
ホ
ー
ル
改
修
・
Ｎ
響
コ
ン

サ
ー
ト
令
和
８
年
度
は
見
送
り

令
和
８
年
度
に
春
高
音
楽
ホ
ー

ル
（
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
ホ
ー
ル
）
修

繕
の
工
事
が
入
り
、
施
設
の
利
用

が
で
き
な
く
な
る
。
お
お
よ
そ
１

年
間
か
け
て
の
工
事
と
な
る
。
昨

年
度
ま
で
開
催
し
て
い
た
Ｎ
響
コ

ン
サ
ー
ト
は
今
年
度
の
開
催
は
見

送
り
、
令
和
９
年
度
に
は
春
と
秋

の
２
回
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

当
面
日
程

５
／
23
本
部
役
員
会
、
５
／
24
同
窓

囲
碁
大
会
、
６
／
５
春
高
祭
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
講
演
者
予
定

　

佐
野
バ
ビ
市
氏 

高
50
回
）、
６
／
６
・

７
　
春
高
祭
、
６
／
28
同
窓
会
総
会

（
活
樹
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ 

マ
ツ
ナ
ガ

〈
旧
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
〉）

編
集
後
記

２
月
の
衆
院
選
で
は
、
３
名
の

同
窓
生
が
立
候
補
し
当
選
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
た
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審

査
で
審
査
を
受
け
た
最
高
裁
判
所

判
事
の
高
須
順
一
氏
は
本
校
30
回

生
で
あ
る
。
本
校
同
窓
の
誉
れ
で

も
あ
る
。
卒
業
生
の
活
躍
は
様
々

な
分
野
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
本

校
特
徴
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
ま

だ
ま
だ
ご
紹
介
し
た
い
卒
業
生
は

多
い
。
以
前
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
社
長

松
山
氏
を
取
材
し
た
お
り
に
「
春

高
Ｏ
Ｂ
の
方
に
は
、
い
ろ
ん
な
所

で
お
会
い
し
ま
す
よ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。
卒
業
生
の
活
躍

は
嬉
し
い
限
り
。

事
務
局
か
ら
お
願
い

住
居
変
更
の
際
に
は
、
住
所
変
更

連
絡
を
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

物
故
の
方
も
お
判
り
の
際
に
は
、
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
費
未
納
の

方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
報
編
集
委
員

竹
村
義
人
（
26
回
）
種
村
隆
久

（
27
回
）
伊
藤
文
生
（
27
回
）
山
森

一
幸
（
27
回
）
関
根
務
（
27
回
）
中

原
淳
一
（
33
回
）
内
田
浩
平
（
41
回
）

添
野
光
太
（
53
回
・
地
歴
教
員
）

みみみみみみみみみみみみみみみみみ んんんんんんんんんんんんんんんんん ななななななななななななななななな の 広 場　 バンザイ同盟は春高から生まれた?!

早稲田大学に「バンザイ同盟」というサークルがある。
合格発表の会場や、結婚披露宴などでバンザイを叫ぶ何ともユ

ニークなサークルである。
去年の12月、NHK Eテレの番組「阿佐ヶ谷アパートメント」で、

そのルーツが紹介された。初代代表を辿っていくと、何と高28回
の島田政男さん。

早稲田大学からNHKに入局。アナウンサーとして活躍した。
高校時代、授業がカットになった時、教室内で「バンザーイ！」

とみんなで叫んでいたのが始まりという。
TV初出演は、昭和51年、NHK教育テレビ「若い広場」で、15

秒を4回放送したのが、「バンザイ同盟」誕生の瞬間だった。勝利の
バンザイ、歓喜のバンザイ、不滅のバンザイ、孤独のバンザイと4
パターン作った。

その後、一浪して早稲田に入
学した島田さんは、「早稲田大学
バンザイ同盟」として、正式に
立ち上げた。設立当初は、雑誌
などに大々的に紹介され、TV、
ラジオには何度も出演し、「ユ
ニークサークル」の一番手とし
て、キャンパスの人気を博した。
調子に乗ってシングルのレコー
ドまで出すが、これは全く売れ
なかった。

あれから50年、今では、バンザイのパターンも増え、700種以
上と後輩たちが活躍している。

島田さんは、こう語る。「当時、目立ちたい！という一心で始め
たものが、半世紀経っても脈々と続いていることに、正直、驚いて
います。今なお、その精神がうけつがれていることを、とても嬉し
く思います。バンザイ同盟は、春高の教室から生まれたんです！」

（写真右が島田さん）
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